







l . 大 塚 森 古 墳 の 研 究
ii: 秀 人
例
1. 本書は宮城県加美那加美町米泉字小池裏66- l、 字夷6、 9̃14、 26、 27、 5l̃56に所在する大塚
森(夷森)古墳の発堀調査報告書である。 なお、9次にわたる調査の報告の内、 第6次、 第7次調
査に該当する部分は、 平成9年度̃平成l0年度科学研究費補助金基盤研究(C) (1) 「古'資時代前
期における古'資文化の研究 一 大塚森 (夷森) 古項の発期調査 一」 による調査成果である。
2. 本古墳は、故伊東信雄博士により、夷森古項として紹介されており (伊東信雄l957)、宮城県の造跡
地名表にも同名で記載されでいる(富城県教育委員会l973)。 一方、 古城の所在する宮崎町 (現加美
町)では、 大塚森古項の名称を主として使用している(宮時町l973、富崎町教育委員会1992)。 本書で
は、安永風土記に見えるなど、「大塚森」 という名称が古くから使用されていたことを尊重し、 大
塚森古墳の名称を採用した。「夷森」 古'資の名称は、 近くの大黑森古境の墳頂に記られている 「大
黒」 神との対比から使われるようになったようで、 比較的新しぃ名称と理解している。
3 . 調査開始から本書刊行までの間に、 中間的な調査成果を公表してきた。 次頁に記載した現地説明会
資料及び学会発表、 調査成果の概要報告、 科学研究費補助金による研究結果報告書などであるが、
これらの記述が本書の内容と異なった場合、 本書の記載がこれらに優先するものとする。
4 . 調査は、 東北学院大学文学部史学科考古学専攻itゼミナールのゼミ活動の一環として実施したもの
である。 1995年から1997年の調査の実施にあたり、 高梨学術実動基金の助成金の交付を受けた。
また、 第6・7次調査は、 平成9年度̃平成l0年度科学研究費補助金基盤研究(C)( l ) 「古墳時









記設は各執筆者の原稿にi l:が加筆訂正を行つたものである。 従つて最終的な文資はitにある。 考察
編については担当した各自の實任において執筆した。
8 . 調査報告の執筆にあたっては、 調査年次ごとあるいは調益トレンチごとの記述を採用せず、;資1ii、
理葬施設、 '資丘、周濠に分けて記述をする方法を用いた。 また、 記述にあたっては図及び写真を文
章中に挿入し、 理解しやすいページ作りを心がけた。写真は可能なかぎり、 図との対応関係をもた
せ、 卷末図版には全体写真を掲本使した。




伊東信雄 l957 「古代史」 「宮城県史」 l
宮城県教育委員会 1973 「宮城県通跡地名表J宮城県文化財調査報告書 第28集
宮 崎 町  l973 「宮崎町史」





造 秀人、 山川純一「大塚森(実森)古'資」 「平成七年度宮城県通跡調査成果発表会要旨』l995.12
辻 秀人、大谷 基、大本麻美 「大 塚 森 ( 実 森 ) 古 ;噴第3次、4次調査」
「平成8年度宮城県過跡調査成果発表会発表要旨」 !996.12
造 秀人、大谷 基、朴沢志津江、安達訓仁 「宮崎町大塚森(実森)古項第5・6次調査成果にっ
いて」 「平成9年度宮城県;選跡調査成果発表会発表要旨」 l997. l 2
造 秀人、岩谷こずえ、佐藤祐太 「宮崎町大塚森(夷森)古境第7次調査成果について」
「平成l0年度宮城県:通跡調査成果発表会発表要旨」 l998. l 2





辻 秀人 「大塚森(夷森)古項の発掘調査成果」 東北学院大学論集歴史学・地理学第32号l999.9





調 査 体 制
序章 調査の日的と経過
1 . 調 査 の 動 機
2 . 調 査 経 過
第 1 章  大塚森古墳周辺の地形一……一…
第2章 測 量 調 査
1 . 調査の日的と方法
2 . 基準点の設置と局地座標
3 . 測 量 成 果
第 3 章  地 下 探 査
1 . 地中レーダー探査の概要
2. 地中レーダー探査の成果
第 4 章  発 掘 調 査
第 1 節  周 深 ・ 陸  橋
l . 周 濠 の 調 査
2 . 陸 橋 の 調 査
3 . ま と め
第 2 節  墳
1 . 墳 丘 の 調 査
2 . 墳丘構造の調査
3 . 墳丘出土土器
4 . 埋 葬 部 の 調 査
丘


































第 4 節  墓 道 の 調 査








第 5 節  古墳築造以後の遺構・造物
1. 1 号 建 物 跡
2. 方形区画溝跡 ・盛土状遺構
3 . 1 号 近 世 墓
4 . 土 坑
5 . 焼 土 遺 構
第 6 節  表土・ 遺構外から出土した過物
第 5 章  大塚森 (夷森) 古墳出土ガラ ス玉の分析報告
第 6 章  考 察
第 1 節  地中 レーダ一探査の精度と発掘調査成果 -
1. 墳 頂 平 坦 面
2 . 周 濠 の 探 査
3 . 探査の成果と間題点
第 2 節  大塚森古墳出土の底部穿孔壼
1 . は じ め に
2 . 出 土 状 況
3. 配 列 の 復 元
4 . 編 年 的 位 置
第 3 節  大塚森古墳の調査成果とその意義





























































































































































































探査区域A Time Slice --------・・ 34
探査区域B TimeSlice --------・・ 35
地中レーダ一探査による擬似的断面
画 像 l  探査区域B ----・ …一 6
探査区域C TimeSlice --------・・ 37
地中レー ダ一探査による擬似的断面
2 C …一 …・ 8
探査区域D TimeSlice --------・・ 39
地中レー ダ一探査による擬似的断面
3 D - ---  4周程調査 全体図一 一 3
第5区全最(項丘側から) -------・・ 44
第5区平面、断面図 一一一一一一一一一一45,46



















































































































































































































第91図 '費丘出土二重口線壺形土器(l) ----・・ 99
第92図 '資丘出土二重口縁壼形土器(2) ------ 100
第93図 項丘出土二重口縁壷形土器(3) ---・一・ 10l










第l02図 小石を円形におく遭構一一一一一一一一一一 l 1 l























較出 状況東側拡大 …一一一一一・・被 状況西側拡大一一
較 漆 膜 表 面 ( 左 ) 漢 面 ( 右 ) --・ ・
電l、 布 1 枚 目 オ モ テ ( 左 ) 2 枚 目 ウ
ラ ( 右 )








































































































第148図 i直 . li:構築、理39、理めi更- し過程(1 )  第l73図 方形il能f 状 ;選構・盛 - l:状選構出-l:選物
第149図 項丘構築、理1考?、 理 め1l11、し i整11l程 ( 2 )
第150図 項丘構築、.国1;ll1、理め戻し過程(3)
第151図 墳丘構築、 理??、理めili1lli,し過程(4 )




















































7区1ii1:石、 墓適検出状況(下段) ・ ・ ・ ・ ・ ・ -
7区1ii1:石、基適検出状況(上段)--- ・
新旧基適切合い関係(西側)-- -












































































































































































近-世基出tiili物 ( 2 ) 古 銭 ① ・ - ・ ・ ・ ・ ・ -





1 号 .-l.りt出_-l.過物 一 ・ 一
2号:l:坑全最
2号 .-1:りt平面、 断面図 一
1 号焼:l:選構平面断面図
1号姚::l二過構全 1l;l - ・ -
2号焼土 ;選構全,、 一 一
2 号1lSt i:_1111l構:l:1商断面--
;選構外出:l;i置 物 ( 2 ) 石 製 品
図選構外出:上ift物 ( 3 ) 古 銭
過構外出-l:i「t物 ( 4 ) l:製品
探査区域A TimeSlice ・ ・ ----













- - 1 7 8
2号焼士;i11t構平面、 土 1llll ll断面図 一 一 一
過構外出土 :選t物 ( 1 ) 土 師 器 、 須iat器
周i豪調 1ii1l1 全体図----
速見塚e:i1lili東西粘士部 一 一 -
大塚森iti1l造t発抽l 調:1Sit) (_ 全 -最 一 一 - -




















調 査 体 制
第1次調査 1995年3月15日̃4月l日
調査担当 i:t; 秀人 東北学院大学文学部助教授
調 査 員  青山博樹、山川純一 ( 4 年 )
佐藤良和(総括、器材)、 大谷 基 ( 総 括、 図面)、渡過英恵(会計)
大本麻美(生活)、 織茂麻木子(写真)、荒淑人(遺物)、 伊藤健一、遠藤智江
金田和広、 川向聖子、 桑野真里、柴 明、佐々木覚史、 森 淳 ( 3 年 )
小角法子、小関満知子、 斎藤美穂、塩谷慎介、 勢藤 力、中野 恵、 朴沢志津江
本多紀子、松沢香理、 松本庸一、矢作征人(2年)
荒関恭子、 中島祐介、 廣 田 恵 子 ( l 年 )
調査協力
宮崎町教育委員会、宮崎町公民館 宮崎町社会教育課文化財担当 庄司清一














調査担当 辻 秀人 東北学院大学文学部助教授
調 査 員  山川純一 (研究生)
荒 淑人、 大谷 基、 大本麻美、 織茂麻木子、佐藤良和(4年)
勢藤 力(総括)、朴沢志津江(会計)、小関満知子(生活)、安達訓仁(写真)




遠藤直子、 太田幸一、 大谷泰三、大野征伸、小田彰吾、小野寺 晃、金田葉子
亀山裕子、岸波正恵、小林百合子、小村 央、斎藤 正、佐々木 大、佐々木舞子




牧田純江、松浦 智、水沼恵里、宗像博明、 八島亞矢子、山澤 護 ( 2 年 )
宮崎町教育委員会、 宮崎町公民館 宮崎町社会教育課文化財担当 庄司清一




調査担当 i:t 秀人 東北学院大学文学部助教授
調 査 員  大谷 基、大本麻美、 織茂麻木子、 荒 淑 人 ( 4 年 )
田原由男(総括)、 朴沢志津江(会計)、松澤香理(生活)、 安達訓仁(写真)
矢作征人(遺物)、 塩谷慎介(器材)、 斎藤美穂(図面)、 三浦祐子
小関満知子 ( 3 年 )
松浦 智、岩谷こずえ、 久松舞子、 荒関恭子、牧田純江、 高橋美輝子、 添田武志
中 島 裕 介 ( 2 年 )
調査協力
宮崎町教育委員会、宮崎町公民館 宮崎町社会教育課文化財担当 庄司清一
土地所有者 片平早期、 宮崎町 土地使用者 石川武志
板垣削夫、 亀井宏行、菊池佳子、工藤博司、 佐藤源之、藤沢 敦
宿舎 ゅ一 ら ん ど
第4次調査 1996年8月1日̃9月2日 現地説明会8月31目
調査担当 i:t 秀人 束北学院大学文学部助教授
調 査 員  山川純一 (卒業生)
大谷 基、 大本麻美(研究生)
安達訓仁、斎藤美穗、 宍戸正和、 勢藤 力、田原由男、朴沢志津江、松澤香理
矢作征人 ( 4 年 )
添田武志(総括)、岩谷こずえ(会計)、 牧田純江(会計)、高橋美輝子(生活)
高橋 圭(写真)、久松舞子(遺物)、一松浦 智(器材)、 中島補介(図面)
荒関恭子、五十畑達也、石亀啓一、大谷泰三、 大野征仲、金田葉子、亀山補'子
小林弘卓、小林百合子、小村 央、佐々木舞子、 佐藤祐太、 宍戸正和、庄子文乃
管野真希子、 鈴木昭一郎、 高橋 晩、田中奈都子、星野智明、 山澤 護 ( 3 年 )
青野圭一、 浅野忠大、阿部良平、 鮎沢論志、石川尚忠、石村政美、板鼻秀登
伊藤理恵子、伊丸岡政彦、上向敏浩、違藤泰彦、 大友 崇、小川長導、小野絵美子
小野寺智哉、 小山 充、加藤裕之、 鎌田 彰、 管野 進、 第地直人、小山尚紀










佐藤 学、 下司克己、庄司圭介、 管原 貴、 管原ゆき子、管生信之、 鈴木芳英
高島知子、高橋貴之、高橋信枝、 高橋義行、 高橋光幸、高橋祐一、 武田由香利
土屋恵子、中田一史、芳賀雅子、 橋場光央、 橋本弘宣、 花井正香、花田武義
古谷義仁、益子 刷、松川泰志、 松本和子、 三浦貴稔、 三好俊文、村上奈津子
村上洋平、山口聡子、 山崎聖司、山田和広、山田裕子、吉田浩明、 渡辺辰夫
渡辺増仁、渡辺 学 ( 2 年 )
宮崎町教育委員会、 宮崎町公民館 宮崎町社会教育課文化財担当 庄司清一
土地所有者 片平早期、 宮崎町 土地使用者 石川武志
板垣副夫、 青山博樹、 阿部 篇、 甘相 健、 荒 淑人、 岩見和泰、小黒智久
織茂麻木子、川向聖子、 菊池佳子、 菊地芳朗、 日下和寿、工藤健吾、工藤博司
工藤雅樹、 駒場秀副、小村田達也、 斉藤 常、 佐藤良和、 鴨原靖彦、 進藤秋輝
鈴木勝彦、 鈴木孝行、 関根達人、 勢藤 力、 高橋昭夫、 高橋朋子、 千葉栄四郎
千葉俊明、 東山信治、 樋ロ優子、 福山宗志、 藤沢 敦、 藤原二郎、 古川一明
万城目喜一、 柳沼賢治








小山尚紀、 今野勝成、 佐々木由樹、 佐藤千廣、高橋貴之、高橋信枝、 高橋義行
土屋恵子、 古谷義仁、益子 刷、 松本和子、 村上奈津子、 山田和広(2年)
吉田陽一、 林田容子、 明賀梨佳(1年)
吉野久美子(宮城学院女子大学l年)
宮崎町教育委員会、 宮時町公民館 宮崎町社会教育課文化財担当 庄司清一











高橋義行(器材)、 村上奈津子(図面)、小野寺智識、小山尚紀、 今野勝成、 今野資子
管原ゆき子、 高橋祐一、土屋恵子、古谷義仁、益子 剛、 松本和子、 山田和広(3年)
阿部かおり、阿部 淳、 阿部晴子、向口典子、大宮秀樹、小野寺麻邪、小野裕介
木村 伸、木村補之、 河野優子、小林知樹、小松謙一、 斎藤真一、 斎藤麻紀、 佐藤純子
佐藤義貞、 管原優子、 鈴木由布子、 高橋明子、高橋 徹、高橋美和、 千葉豪士
富田 寛、 豊田 淳、 伸川さと子、 中村美香子、 中道浩司、夏井一紀、 野ロ大地
長谷部 崇、 林田容子、薮田尚史、 山家由子、 三浦道繁、三上亜沙子、 明賀梨佳
向口典子、吉田克治、 吉田陽一、渡辺裕子、 渡会 歩 ( 2 年 )
佐藤通子(山形女子短期大学2年)、 吉野久美子(宮城学院女子大学2年)
宮崎町教育委員会、宮崎町公民館 宮崎町社会教育課文化財担当 庄司清一
宮崎町農村環境改善センタ 一所長 千葉俊明 宮崎町立宮崎中学校
土地所有者 片平早朔、 宮崎町 土地使用者 石川武志
青山博樹、穴沢味光、甘柏 健、 荒 淑人、 板垣剛夫、 岩見和泰、大本麻美
織茂麻木子、片岡 洋、 片平早朔、加藤道男、董森英男、 菊池佳子、 菊池芳朗
日下和寿、工藤健吾、工藤博司、工藤雅樹、黒須靖之、斉藤 篇、 佐藤良和、 鳴原靖彦
庄司仲六、 進藤秋輝、 関根達人、鈴木孝行、高橋栄輝、 田原由男、 丹治篇嘉、 中村五郎




調査担当 ii: 秀人 東北学院大学文学部教授
調査指導 佐川正敏 東北学院大学文学部助教授
調 査 員  山川純一
岩谷こずえ (研究生)
小野寺智哉、小山 充、今野勝成、佐藤祐太、松本和子(4年)
吉田陽一 (総括)、高橋 徹(副総括)、 高橋明子(会計)、 山家由子(会計)
佐藤義貞(生活)、薮田尚史(写真)、宮田 '資 (造物)、 吉田克治(器材)
小野寺麻邪(図面)、池田央子、 伊藤秀司、小河厚子、木村裕之、 斎藤真一、 管原優子
鈴木邦彦、須藤洋美、 中村美香子、林田容子、三上亜沙子、明賀梨佳(3年)
穴沢圭晃、 伊藤 瞳、 岩窪 秀、上野直樹、大河原基典、 大場正善、 大友健文
小川和幸、金谷一義、菊池倫征、 木村 崇、 木村慎吾、 草刈澄人、 黒田篇史、 古積寛和








宮崎町教育委員会、 宮崎町公民館 宮崎町社会教育課文化財担当 庄司清一
宮崎町農村環境改善センタ 一所長 千葉俊明
土地所有者 片平早朔、宮崎町 土地使用者 石川武志
安達訓仁、板垣剛夫、大谷 基、高橋栄輝、藤沢 敦
第8次調査 1999 年 3 月 1 6 日 ̃ 3 月 3 0 日
調査担当 ;i:!: 秀人 束北学院大学文学部教授
調査指導 佐川正敏 束北学院大学文学部助教授
調 査 員  今野勝成、鈴木芳英、佐々木由樹、橋本弘宣、松本和子(4年)
高橋 徹(総括)、吉田陽一 (副総括)、山家由子(会計)、高橋明子(生活)
小河厚子(写真)、中村美香子(遺物)、吉田克治(器材)、小野寺麻邪(図面)







宮崎町教育委員会、 宮崎町公民館 宮崎町社会教育課文化財担当 庄司清一
宮崎町農村環境改善センタ 一所長 千葉俊明
安達訓仁、板垣剛夫、大谷 基、高橋栄輝、 藤沢 敦
第9次調査 1999年7月22日̃8月22日
調査担当 辻 秀人 東北学院大学文学部教授
調査指導 佐川正敏 東北学院大学文学部助教授
調 査 員  山川純一
伊東祐輔、佐々木由樹、鈴木芳英、松本和子、浅野忠大
(大学院アジア文化史専攻前期1年)





佐藤公保(器材)、横山l I l美1i?、 (図面)、 t,;食i-1l1.と:、 伊 藤  ll111l 、 岩 i? 秀、 . l -_野直樹
大場 l'1:_善、 木村・l ill -?、 車刈i登人、llul川館更、小林ill,- ク:.,、 1ll理t1l延育美、 佐藤fム ◆riJ、佐藤通 f
相l111 真条美、長坂炒」「-、 那;fl ,i-,l, 子、久 -J l;秀文、松本大樹、一浦本,t子、 二浦 実
素 村 吉 政 ( 3 年 )
浅野 1t建 . :、 市川 彰、市村加条子、伊藤誠規、伊藤真由美、植木微郎、速藤 系装
速藤源'?lt、大イコ寿之、大河原基 luL、小llI和開国S、 小野 ''1l1l -1li、、 小 l1向正健
小lII裕- f -、 小 林 'ti,i 道、 意藤真;1i 、佐々木美和、佐藤厳美、佐藤共平、佐藤真.生
jt五秀文、塩田 同ll、清水1?t'i;- 、鈴木度・ j'-、高本 1・?、法、武田真1 i、 T -田哲 -也、 - T- 集'1'1' f'
相日'1!1i-幸、手賀 微、中川津子、永111l .,服記」「- 、イ :月:田 -,、triJ、二階:11t敏売、根本tt徳
野l゙ 絵 !l ll子、野Jj寿彦、信al'玲子、 ,n」- ,限・l1l:i -国;、 1l l. 文知、細川泰範、松本響補
松本J?美、 二1l浦1l1l'患 、 見 i準1ifr、生、 . '輪 .'1 l -也、 付上絵,l I!1、森重i林1lI_里、森m大樹
八重標和率、 八藤後111'i'人、和l l 達更、I I I川雅敏、横山 剛、渡辺和l焼、渡辺清番(2 .年)
宮lblf町教育委日会、宮山奇町公.L1l11館 宮l11,lf町社会教育課文化財担当 flt lrlJ清
宮山,f町麗・付環境改善センタ 一所長 T- 集- 俊明
上地所有者 t」t平早 ifi」、宮山11l町 -l _地使用者 石川武志
安達訓イ .、 板垣剛夫、大谷 基、 高橋栄 1lil,、 藤 沢  数
1997年8 J」31l l  現地説明会








の造物が分布する地域でもある。 「古墳文化」 と 「続縄文文化」、 この両者は、 それぞれに異なる過程




従来、 宮城県北部には、 古墳時代前期に属し、 全長100mを測る前方後円;墳の可能性が指摘されて
いる青塚古墳や、 全長 66mの前方後方墳の京銭塚古墳などの古墳、数多くの集落跡、 山前遺跡や伊



















三つめは大崎平野の西部、 加美町 (旧宮崎町) を中心として分布する遺跡群である。 円墳の大塚森











































石卷平野 石巻平野は、 南流する北上川の下流域に広がる平野である。 太平洋に接する平野南部に
は浜堤が発達する。 平野北部には北上川の支流、 追川力;東流する。 該期の過跡力;確認されているのはこ
の海岸部の浜堤上と迫川の流域である。 以下では前者を石巻平野南部、 後者を追川流域と呼称する。





北上a地 南流する北上川の中 ・上流域に広がる平野である。南北に細長く、 盆地の西縁には扇




多く、 おおむね弥生時代後期から終末ととらえておく。 古墳時代前期にっいては i:tの編年をもちぃ
(辻l994、 l995)、 前期をおおむね小型丸底鉢の出現以前、 出現後を大きく前後の時期に区分しそれぞ
れ前 ・ 中 ・後葉とする。中期以降は南小泉式前半・南小泉式後半・ 住社式・栗囲式の順に変遷するも
のと考える。 また、 古項の時期については必要に応じて前方後円墳集成編年(近藤編l991) を用いるo
③地域の動態
弥生時代後期 該期の様相を物語る過跡は少ない。 発掘調査によって知られるのは、 追川流域の
栗 原 市 ( l目一通町)上ノ原A過跡(佐藤他l97:8)で検出された天王山式期の住居跡と 、 同じく果原市
( ll:l1,1l.1 渡姫町)字南造跡の土器棺墓(前藤l979)、石卷平野南部の石巻市五松山洞窟遺跡(三宅他1988)、
大崎平野西部のl日宮崎町道下過跡 (相原2001) で出土した天王山式期の住居跡と包含層である。 天王
、i''- //-0
上ノ原A通跡出土土器
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大崎平野西n2g▲26 部大崎平野中
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lt l!● 大型古城 ■ 古 城 時 代 集 落
口 〇  小規模境 ◎弥生時代後期遺跡
口 居館跡等 ▲続組文土器出土地
第 3 図  宮城県北部における古墳時代前期
10
山式:I:器が散布する造跡は丘陵地域を中心に広く分布するものの ( :1fi藤l992 )、 発1tln,調査によって検
出される該期の造跡は少ない。 上ノ原A過跡ではスクレ ー パ一類を中心とするチャ ー ト製の石器が多
く出土している - 方で、 五松l」.l洞'病'造跡での石器の出 ・ l:はなく、 少数の鉄器がみられる。 道下過跡では
湯ノ倉産と考えられる.'.l.'u程石製の石器が,' l 'lt.してぃる。 現状では湯ノ倉産 '1l!l確石のもっとも古い使用例で
ある。
集落や生産活動を,J、'す、11t11構にっいてはほとんど資料がない。 墓制にっいては他地域で確認されてい
るのと同様、 土器相':墓であることが知られる 。 ( 第 2 図 )
古墳時代前期前葉 石巻平野の南部に上師器を持つ集落と墓域が形成される。 石卷市新金沼造跡
( 11li 1l11i 2003) など浜提 l -_に立地する。 造跡数は少ない。 新金
i1l 造跡からは、 1;11l、.生時代後期の 一J?f I ll式期の適物も出 一l二 して
いるものの、 l l l-f黄時代の集落に比較してきゎめて少量である。
また両者の間には、 .-- l -:器の特徴や造構のあり方、 規模などの
点で隔たりがある。 こ れ ら の ;選- 跡から出土する:l:師器の特徴
は、 東海西部の - l:器様式の影響を含む占」if時代初31:i iの関東地
方の 一l-1. 器に類似する様相をもっ。 この点はほぼ同時期に出現
する仙台平野の浜.l是 l -_ や福島県浜通り地方の沿岸部、 また内
降の一部の集將や基域と同様である (仙台市藤川新mi出跡、 i良
江町1ai'1i''股 ;造跡など)。 石巻平野南部の浜提 . l -_ に 見 ら れ る 集1客
の形成もこの動きと一連のものである可能性がある。 辻編年
の II - 1期である。
これにやや理れて ;i:l:編年 II - 2期には、 黒川平野の大和町
l、一章 l!l域跡に造物集中地点があり ('、野1996) 、 1言l:l辺に該期
の集落の存在が子想される。
基制は石巻市新ll _l l時選跡(木111 二 2 0 0 0 ) に み ら れ る よ う に 方
形の小規模項を中心としている。111l生時代後期にみられた上
器棺墓は該期においては確認されていなぃ。
この時期に、北ii,t道系の後北 C 2 - D式 .-1 器と . l 11面i器が共
伴する例が石巻市新金沼選跡の出:上例から知られる。 後北C
2 - D式 一 l-1 器は、このほか多賀城市lIl _I造跡3号造構 ( 高 f t
他 1 9 8 l ) や 名 取 市 清 水 造 跡 ( -l't羽他1981) などでも ,'ll土例が
知られる。
このほか北上盆地の最北部に所在する盛岡市永1llu -1i:lll 、1量1i跡
では、 n縁部に円 -形浮文を付した盡- や1l:i部に横方向のハケメ
調整をほどこすS字状口縁合付整など、 石巻平野南部沿岸の
語造跡よりも古相の土器が続繩文 .-l _ 器とに出 - l.している ( ilt
1i
i
S = 1 / 8
第 4 図  新lIl崎通跡出上上器
第 5 図  ll前造跡過構配置











跡 (三好・窪田1994) でも丘陵突端に位置する構をもっ集落が確認されている。 鶴館遺跡は発掘調査
の以前に溝の内部が破壊をうけており、 集落の時期や様相は明らかではないが、 構の出土土器から該











大崎平野西部における集落の様相はわからないものの、 前方後方墳である加美町 ( l目中新m l町) 熊
野堂古墳(渡辺l987) の築造が行われていることが出土土器から知られ、 これに前後して同じく前方
後方墳の大崎市 (旧古川市) 氷室B古墳の築造が行われているものと思われる。 大l時平野東部でも前
方後方墳である美里町 (旧小半田町) 京銭塚古墳の築造が該期に行われている可能性がある。 また同









第 6 図 伊治域 llll0 の方形区画構と出 l l:器
橋 ・ 山下1999) が該期の良好な資料である。 留沼遺跡はさらに以前に形成されている可能性もある 。
当地域で唯一の水田跡が検出されており、 水路が‘f'l'う 。  この他、 青塚 i1liltl11しに近在する大崎市 (旧 , ll川
市) 塚ノ目遺跡(太田・平沢1981) などが知られる。
通川流域でも遺跡数が増え、 果原 市 ( IL l築館町)伊治域跡(ik:_ 藤l992)、 登 米 市 ( Ill .i!l 町 ) 佐 沼 城 跡
(佐久間・小村lH1995)が現れる。 伊治城跡は方形に区画されたi前f が検出されており、 士師器に件つ て
北 大 I 式 -I.器が出 一 l -:している。 佐沼域跡では柵列と ,f東持相;をも っ建物跡が検出されており、 ii長居館
や祭 lii[!施設などの性格が考えられる。
大崎平野では東部、 中部・西部の3つの首長系認'で首長墓の築造が継続する。それまで前方後方項
の築造を行つ ていた西部では大 .!f 森古項と大塚森,1iti1llが築造され、 ;tff形が前方後方項から円;t資にかわ
る。 中部では青塚古;l資が前方後円t資の可能性があるが、 これに先行する可能性のある大崎市 ( ll .l ,.ll川
市) 伊勢策.古墳は墳形が不明である。 いずれも底部穿孔董を伴う。 東部は円J黄の美里町 ( I日小 'l : l.l l町)




該期には北上盆地でも奥州市 ( I l1水沢市)高山造跡(新m 1983)、同西大知I造 跡 ( 島 l 9 8 1 ) で 住;l1li- 跡
が確認されてぃる。 このころ小規模ながら北上統地に上師器をもっ集落が形成された可能性が高い。
基域にっいてはイ、明である。
南小泉式前半期 (中期初頭) 該期には前代までの様相が一変する。 当地域に該期に位置づけることの

















後案) 山前造跡 (‘;f 域 u,l
教育庁文化財保11l起ilS1l1 l976)、
大崎 rti ( ll. li:1il川市) 引川選
跡、同名生館過跡(白島・
第 8 図  念南 .i'・ lii!直と角塚 lii'直
S= l/l000
後藤l982・l986、鈴木ほか1990 ・l995、 高橋ほか199l)、 美 !l l 町 ( lll小' l ln l可)駒込造跡 (佐藤1998) 、 長
者原遭跡 ( _'好1995) などの集落遺跡が確認される。 西:び集落が形成されるものと思われる。 山前造
跡のように塩釜式期の集i1:liに重複する集落と 、 新たな場所に現れる集 一將の両者が認められる。 時期は
須1'1li-器編年のT K216からT K208期であり、 須恵器の供給も少数ながらみられる 。 名生館遺跡では
集落に近接した li'式翻1集項も築造される (大野l999)。
首長墓の築造も念南寺古!資を該期と考えれば大崎平野の南部で再び開始される。 審窯焼成の!直輪を
樹立し、家形石柑をもっ ( ,ll川・高橋1998)。 念南:'llf古!黄に引き続いて色麻l町御山古'黄、 鹿島神社古'資
が築造される。 宮城県北部では古理i時代中期の可i-一の首長墓の系語である。 石卷平野・追川流域にお
いては該期の集落 ・ 通物の検出数は少ない。
一方で北上.盆地に奥州市 ( ll ・l水沢市) 中半入;選跡など該期の集落が複数存在する。 中 ・平入造跡は方
形区画i能が検出されていることから、 首長居館の可能性もある。 北上盆地の様相は、 前期に1ll1l1城県域
の過跡に比して遭跡の分布が希薄であったのとは異なり、 比較的多くの集落がみられる。 中 :平,入造跡



























て常に一定ではなく、 時期ごとに增減を繰 り返している。 すなわち弥生時代後期の遺跡の希薄な状況
から、 一変して古;墳時代前期における古墳時代集落と墓域の形成、 大型古;噴からなる首長系譜の成立、
中期南小泉式前半期のこれらの断絶もしくは縮小、 南小泉式後半期以降の集落と基域の小規模な展開、








2 . 調 査 経 過
(青山博樹)
第1次調査 1995年 3月15日̃31日
墳丘及び周辺地形の測量調査を実施した。 測量当時、 墳丘には杉が植林され、 周囲には水田、 休耕





して、 多くの土師器の小片と、 須恵器片が少量採取された。 基準点は墳頂の三角点と中新田町役場の
三角点を用いて設置した。原図縮尺はl/100とし、25cm間隔の等高線を記入した。
- l 6 -
第10図 ll1!fi清i1l1・終 J'測最調1f開始
調査の結果、 占;噴は直径50̃52m、 高 さ
7.8m、 ;t資頂平型面直径16̃18mを測る大型









なかった。 しかし、 1噴丘西側の水田が項丘をとりまくように造成されていることや、 古;噴の周囲は表;提_
んでいたが、 水田造成時に重機で理めたとの地元の方々のお話から、 かなり大規模な周濠を持つこと
が想定された。
地下探査 1995年 7 月 1 0 ̃ 1 2 日
(佐藤良和)
文部省の科学研究費による造跡探査法の開発研究 (研究代表者西村iに氏) の一環と して、 地下遺構の
物理採査が東京工業大学ftl )t'illi 之10l;1教授(当時)、  桜小路電気工藤博司氏らにより実施された 。 ;噴頂
で行われた磁気採査は、 表土に釘などの金属製品が残存していてノイズが多かったために良好な結果
は得られなかった。 一方、 古;噴周囲で行われたレ ー ダ一探査では、 周 1ll豪と考えられる落ち込みを確認
し、 周濠にとぎれる部分があることが指摘された。 レ ー ダ一探査の結果、 周標のおおよその規模と平
面形が判明したことによりその後の調査の方向に大きな影響を与えた。 (荒 淑人)
第2次調査 1995年 7 月 2 5 日 ̃ 8 月 2 1 日
第1次調査の測量成果を路まえ、 ;噴丘範囲及びその構造、 主体部のプラン確認等を目的として実施














れ て ぃ る と  考えられた il: イ 1 の 1、 端 部 、
す な わ ち テ ラ ス の 標 高 が - ・J'1l1 し な ぃ と い
う l':」 題 も 生 じ 、 次 1,,l調 f lに引き系ii、 ぐ こ と
と な ) た
」l't l ,1 の外、 南側に設 ,i:した第.-) l・,く では、
用 i豪の」ii1 ll 側の 、', ちl ・.がり部分を確認した
」i'i 」 l lの第2lズ1 では、 方 形 に め ぐ ら さ れ
た ji l ll:の i l',11 、 及び , l l 代のi11li 、,.・f i 建物 111,l1 、
ら1、城:が検出された . l -. 1,、'1の ji I ll - の 1 l'lf f亦、
l l , 代のi・ i 大の ,調イll1を終 J' し 、 記録作成の
後、 与'!1慨の確認作業を行つ た . 第12図 1;111il1 部付111i開様ikl 1 り 1、 げ
調1li11の成果は81」 19l lに現地 ,説明会を開 f 器iし 、 公表した . ( f左藤 .l1:. 和 )
第 3 次 ,11,11 f i11 199() 年 :i J 」 10 l l -1 9 l l
地 l、標査でイ」' 在が推定された開i豪の確認を1l 的に調査を実方a した 、 」i't l ,1 外、 南側の第5 l ズ:を拡,ffiし 、
探 f i11で同 i豪のとぎれが j;・ 1f lI された.ti'i l ,1 外側東南部に第 () l)<.を設定した . 調査の結 -果、 ほぼ地l、探・11l11で
if l- ノi.iされた位 i, iで同1・1l,11 及び用 l際のと ぎれ部分が確認されたが、 実際に確認された同 i豪は」也 l、iィ、査でi能
定された規換よりもィ;,:、:大きぃf:11し向が見られた 、,,
用1豪のとぎれ部分は、 lli.橋 と な っ て い て こ の l l lji'tに 人 る 入 り l l に あ た る と 考 え ら れ た:. llii橋と接す
る .ti'f l l1 部分に何らかの造構のイ」': 在 が ],.起lされ、 その解明は次の調相二多tされた , ( lll原lllリi )
第13図 東 1lili l .停1l 'l l'l i2!jt検出
第4次調査 1996年 8 月 1 日 ̃ 9 月 2 日
i '1 体部の検出、 l1,li橋と .ら:i境1'、を結ぶイ可らかの造構の検出
をll 的に調 f illを実方lli した 、 .
fi'f l i1 では l'指橋部分を i l1・度,'算出させ、 与1境1f 南端との間に
第 7 l ズ.を設定した 第 7 l,,<:の調イll1では他のi直li:の調?il)(_
と 同 様 に 2 段 の テ ラ ス と ii: イ l を検出したが、 I',111 橋と関係
するような造構は確認できなかった..
t直J1l1 では ,l _ .0f,内の 1 'l「l ;111とijLを先行する形で ?1二 i雄i理 l:の1l1n l
り l、げを開始した . 、l i 初の理解では砂質の,'.l.' 色 - l:の」fl1 不i'il
する部分だけを l'l「l it」j'L と理解していた。 しかし、 、l i 初理解
の I'l「i 、l:1llt,1しの南側にっづ く 細 長 い、i客ち込み部分が確認され、
これがi,ク、i1 l lifL なのかli1m実上jtなのかあるいは ff iのi1,,1 え方であ
るのかの判断に ,',',: しんだ. 、  最終的にはこの1客ち込みの形に
従つて ・i1ll り下げ、 」1 tの外用部分に1lil i - l:があること、 その 1il i
- l:が.t元の ll fli.;'l:,を?えて外側まで広がっていくことを確認し、
l1:11i:11::titであるとの認識にj主した。 また、 基境111理め I:の・il1l,り
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1、けにともな _)て、 も う  - つの l'1「1 '11、1'1しが基收- 西側にあることが判lリJした . 、 i 初計画では i '1体部内の調 f i1:
も 1l,,i11 していたが、 理 1111部分の様和の確認に「-間 取 l)1l lf:'l'がとれなくなったた1,!)、 理i?部分の調?liを取
りや11)、 '11 1:- の i;1.体部調イ l11 に ilm えての準備
作業を行 つ た また、 ・,、i111'1 南端は開じなぃ
で、 中,, i を ij iめて南側に続くことが同lリ」し、
1'境i、にとりっく通 1111li l -_ の造構、 ? i: j直である
と考えた , j,一道の , l 1l1細解明は次の調イiliの ,1果
題となった.,,
調査の成果は8 J j 3 1 l l現地説明会を開
fil 1 し 、 公表した . (大本1f11) - )
第5次調査 1997年 3月14日̃31日
基城-内の理め . l:をa:l'り l、げ、 4 i,調イl11にむ
け て の 準 備 を す る こ と 、 前 I,,Iの調査で - 部
確認された 1l111l道の追求をlI 的に調'1l11lを実方、1l
した , .
? :1:」llS'1内では、 1 '1「i設」1lLををまずi1ll1 り l、げ、
続いて理め I:をi1 l'る形で進め、 fi';上面ji- く
で体l l -. し、 本格的な義l1 り下げに備えた。 」ff
li1では集境1f で確認された基道の検出を続行
す る と と も に 、 前 l,,I の調査では1!通を確認
していなかった第7l)< をl l1- 度a1l'りl -_ げ る と
ともに東西に拡張し 、 1,',道の東西端を検出
した 、 前 l l 'lの調イi11では、 設定した第7l )く が
ちょうど与'道の内側に人 つ てしまぃ、1客ち
込みの画端が検出できなかったことが判IリJ
した .、 基道には新 l l l2時期があり、 いすれ




7 月 2 5 日 ̃ 9 月 1 5 日
11i通の?1l l り ト- げ、 ・f11 内の1f l;i査を「l的に調
イiを実方在した,,
f1'l1の調?i では、 東西の1lil i l:部の).1. J l - 部の
11l'1iれた部分を確認し、 そのl、部の理め l:を
第14図 i: イ l l、 1l,iにのびる基道発見
第15図 東西本11i l .部の iM り l、 げ
1li) -
第16図 基道の実測
慎重に掘り下げ、 束西二つの粘土都の全容を明らかにした。 東棺では埋め土内からガラス小玉2点、 朱


























墳丘の積土の手順を理解する為、 墓城壁面の観察、 記録を行うとともに、 新旧墓道の明確な関係を
つかむ為の補足調査を行なった。
第7次調査で、 墓擴壁面に直径約15cm程の粘土プロ ッ ク が一定のまとまりとなって検出されてい
たため、 墳丘の積土とこの粘土プロックの関係を明らかにする為に、壁面のセクション図を作成した。




第9次調査 1999年 7月22日̃ 8 月 2 2 日
(松本和子)
墓擴では東西棺の下に設置された石敷き施設の役割の解明と、 粘土都断ち割り の補足調査を、 墓道
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第17図 ら'通から :11 ll i l_l11l;を マ' む
第 7 次 調 ・1l i
第18図 l'境1'1,1ヒ l' f.に見えるil't 1 1 il', 1




東西描のI、'で発見されたイ i 'll改きの施設は、 柑設置の最初の手順として柏!床の抽土を放く前に長方形
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第 1 章  大塚森古墳周辺の地形
福島県立博物館
専門学芸員 竹 谷 陽二郎








びは、 北西一南東ない しは北北西一南南東の方向性をもち、 南東に新次高度を減じている。
この丘陵を構成している岩石は、 石英安山岩質の軽石凝灰岩を主とするもので、 火山の噴火によっ
て生じた火砕流堆積物である。 旧中新田町下多田川の道路沿いには、 ほぼ水平に堆積した石英安山岩





これらの岩石は、 北村(1956)による北川石英安山岩に相当する。後にYamada ( l 9 8 8 ) は こ れ を











河岸段丘の発達がみられる。 田川北岸においては、 先述の丘陵の線辺部にも小範囲に分布する。 面の
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高度は、 田川北岸では、 西方の鳥嶋で55m、 鳥屋ケ崎で55m、 孫沢で50m、 米泉で40m、 遺跡付近




田川および鳴瀬川に沿つて、 前述の段丘の河川側に河岸平野が分布する。 河岸平野は段丘面より 1













北村 信 (l956) 東北地方脊梁山脈周緑に発達する石英安山岩類の層位学的間題にっいて. 地球科学.
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lil;空を構成するイ 1 英安lLl'ィ' i
質凝1fi イ',- の大 .1,格 11lfl ( ,1ヒ 川;是i
1火 'r' 1- 加更-町ト多ll l川)
第21図
軽イ 1- 質1疑1火イ';・のf客頭 (;疑1f、
角際',' 1-が下位の1疑1fく ','1- をハンマー
の と こ ろ で 削 り 込 ん で い る ( 、 .1ヒ
川1疑1,li.:1 ,- 加美町例1沢)
第22図
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原図縮尺 S = 1/100




大塚森古墳調査の基準点は、 ;噴頂平坦面上にある3等三角点 「夷森」 と墳頂から視準可能な4等三
角点 「中新田」 を利用して設定した。各三角点のデータは下記の通りである。
夷森 X = - 1 5 7 1 0 7 . 8 8 m  中新田 X = - l 5 8 8 5 1 . 8 2 m
Y =  1 0 3 3 . 8 7 m  Y =  2 1 6 5 . 8 0 m
標高 5 7 . 2 9 m  標高 4 6 . 3 2 m
基準点設置にあたって、墳頂の三角点 「夷森」 から、 南束方向の三角点 「中新田」 を視準し、 座標
計算から求められた方向角2l2°59'00″を観測することにより、真北方向を求めた。次に求められ
た真南北方向、 真束西方向に沿つて三角点 「夷森」 から北に1.88m、 西に1.87mを測定し、X=




る。 この局地座標系は測量調査はもとより、 発掘調査でも一環して用いられた。当然、 国土座標と同
様にX軸では北が正、南が負の方向、Y軸では束が正、 西が負の方向である。 (第24図) ( 荒 淑 人 )
3 . 測 量 成 果
測量調査の結果、大塚森古墳は直径50̃52m、高さ7.6̃8.0m、 墳頂平坦面直径l6̃18mの円墳
であることが確認された。
墳丘は、 束西の福部が削られており、 束南側で福部から墳丘下部にかけて大きく壊されている。 束
西の裾部は水田等の耕作の過程で削られたもので、 特に西側は大きく削られ、 墳丘裾の本来の形状を
見ることができない。 東側は比較的損傷が少ない。 東南側の破壊は、 この古墳に宝物が埋まっている
との伝承を受けて、 宝物探索のためプルトーザーにより意図的に掘り返したものである。 その後窪地
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となったこの場所で、 博打が行われたことがあったという。 こ の よ う な'資丘福周りの損傷部分には河
原石が多く見られ、 對・石が崩れたものと思われた。 また、 調査以前には同じ場所で土師器が採集され
ているo
;噴頂平坦面はやや不整ではあるがほぼ円形で本来の形状に近い。 中央部分を囲むように溝状の窪み




標高51̃52m付近の傾斜変換線は東斜面にむかって連続し、 テ ラ スが存在することが想定された。 標
高54̃55m付近の傾斜変換線は明瞭ではなく、 テラスの有無の判断は発掘調査を待つこととした。
j資丘の周囲は水田及び牧草畑に転用した休耕田である。 墳丘西側の休耕田の外周は弧線を描いてお





























第 3 章  地 下 探 査
近 .年の発1I加:調在では、 」t前に地 l l 'の過構の存在や通構の状態を推定する手法と して、 地ド採査が用い
られることが多くなっている。Jtll l、'保 .ffは地中に理没している過構を掘ることなく、 非破壊(J目要触) 手
法で造構の存在や状態をある科!度把船iすることが可能であり、 地中の掘削をともなう発掘調査が因難な
通跡の調1ff:や、 発据刷・,l'l11に先立つ過構の有無や過'跡の状況を確認する際に有効と考えられる Cii1 l )。
大塚森古項では、 測最調査が終 J' した段階で、 西付差li氏を研究代表者とする重点領域研究 「造跡探査」
の ・ -環として地下保f fが実施された。 探1fiは東東」:業大学電 ・1l l::宏行氏を中心とするチーム に よ り 、  磁
気採査と地中レ ー ダ一標在が実施された。 磁気探査は項頂部を対象として行われ、 その成果はすでに































い る。 探査で得られた地中の擬似的断面画像は、 遺跡の中においてアンテナが走査した極めて限られ
た範囲の土層断面画像であることから、 探査に際 しては対象となるェ リ ア に一定間隔の探査区域を設
定し、 複数の土層断面画像を得ることによって 「点」 であった探査結果を 「面」 として捉えることが
望ましぃ。 通常、 これらの土層断面画像をもって地中の遭構の状態や土層の変化を推定するが、 場合
によっては土層断面データを並べ、 それぞれの断面データから一定深度に対応するデータを抽出し二
次元的に表示することによって、 電波の反射、 屈折、 減衰の状況の 「平面」 分布図を得ることができ
る。 この平面分布図の画像を 「Time Slice』 と呼び、 点的な土層断面の検討から面的な遭構分布の検
討が可能となる ( 誌 2 )。
探査によって得られる擬似的断面画像は、 横軸は走査距離を示し、 縦軸は電波の反射時間 ( = 深さ)
を示す。






第27図 探査区域A Time Slice
て、 新たに補足の探査区域2箇所を設定し、 合計5箇














































































.lllllL 跡を把提することを日的とした。 採査は南北方向・ 東西方向の2方向から行われた。
東西方向の探査には合計11本の採査測線を1m間隔で設け ( A L 1 ̃ A L 1 1 ) 、 同様に南北方向の探
























l:中の変化は、 li'i l l1 方向から見た場合、 最も外側にあたる地点で傾 f 、: l が開始し 、 約 5  ml「i、一i-.に近づい
た地点でffl斜が終わる ,, この地形の傾斜が終 J'した地点から西側には、l'Jl lな面が続き、 明llfll1 な変化は
読み取ることができずに採査区域外にのびる..
測線BL9̃12の範囲では、 最- も外側にt、f 置する地Jf?変化の開始点から地形変化が終 J'する地点ま
での距離は約5mである c 地形変化終 J'地点から」fi.l:f:に向かって約7m間には明l味な地形変化は認め
られず、 、l '1」il面が形成されているものと考えられる。 この平M面は、 .t「i 「i1 外側の傾斜開始地点から約
12mの地点で、 .tlt l 1lに向かって緩やかに立ち上がるよう変化するが、 反応ll体は明llにfではなぃ。
測線BL13̃20の範囲では、 .tff .liから最も離れた地点に位 iifiする地形変化の開始地点から変化が終
了する地点までの距離は、最も短い測線l4で約2m、最も長い測線15では約4mである。地 -形変化
が 終 」'する地点から i111l「iに向かって約lomの範囲には、 明Il無な地中の変化は認められなぃ。 lt lt_l i側
の地形変化は、開始地点から約14m地点で始まる。変化は!直 .「i1に向かって緩やかに .,'/ ち l .が り 、 約
3mの斜面が続いた後に地形変化は終「する。 測線BL9̃12の範囲でイ、明l康であった!責 .li:側の地 形
変化は明順なものになる。 測線BL13̃20の範 l州における地中の変化の状況は、 最・ も変化の間隔が長
い測線20では地 -形変化の開始地点 l 器」の距離は20m、 変化終 J'地点間の距離は約13mである。 最も間
隔が短い測線l3では変化開始地点間の距離は約17m、 変化終 J'地点間の距離は 10mである。
(3 ) 探 .査区域C (第30図)
C区はift」i1 南側の開i豪に設定した探f i11区域である。 探査区域の規模は南,lヒ 18m x東西40mである。
標査は南北方向 ・ 東西方向の2方向から行い、 i資 .fr.南側の用t1豪の範囲を確認することをll的に行つた。
C区の採在におけるTime Sliceを第30図に、 主な擬似断面画像を第31図に図示した。
探在結果を見ると、 地 -形の変化は東西測線CL1̃4の範囲では明llf 1l1 な1l11i.応が認められなぃ 範囲が
広がる。 この範囲の西側には不明ll魔な変化が存在するが、 反応自体は不規則で詳細は・t、明である。
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第30図 採 在 l,,< 域C Time Slice
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第31図 」也中レ ー ダ ーi1:1'fl に よ る i疑似的 1111 l面画 f 象 :11 i?、: 1l ,11 l )l1 域 C
- i1・; -
これらの測線のうち、 測線cL 1 7 ・  18では項 .Ii方向から南に向かって傾斜する地点と、 南から;噴「i
方向へ向かって傾斜する地中変化が認められる。 この両地中変化の開始地点間の距離は約11m、 傾
斜が終 J'する地点間の距離は約6.5mである。 上述の東西・南北2方向からの探査測線を総括すると、
c区における地形の変化は南北測線CL17' ̃ 2 0 '  の範囲では南から北に向かう傾斜が存在し、 それ以
外の範囲では南西から北東に向かって傾斜する状況が読み取れる。 特に墳丘から最も離れた地点に位
置する変化の開始地点を追うと、 Cの字に緩やかな孤を描いていることがわかる。
(4 ) 探査区域D (第32図)
D区はC区の探査結果で、 項f i から最も離れた地点に位置する傾斜開始地点を追うと、 そのライン
が墳丘に向かっている状況が示唆されたことから、 B区とC区の間にはi11li状造構が途切れてしまう部
分が存在してぃる可能性を考慮して設定した補是的な調査区である。
採査区域は探査線の方向を北東から南西に向け約30m x19mの探査を行つた。 探査測線は幅1 m




















の距離は11.5mである 。 測 線 D L 1 か
ら東に位置する測線DL2̃11までの
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いる こ とがわかる。 最終的には測線DL11 では墳丘から離れた地点の傾斜変化と;噴丘側の地形変化が
接してしまぃ、 測線DL12から東側では明瞭な地形の傾斜は認められなくなる。












平成12年度理蔵文化財発掘技術者事門研修 「造跡保存整備課程」 資料 奈良国立文化財研究所. 2001
註1に同じ。
地中レ ー ダ一探査においては光電製作所製 KSD- 3AM型レー ダー を使用し、 桜小路電気が実施した。
引用 ・参考文献
中井正幸他 1993 長塚古;噴 (範囲確認調査報告書) 大垣市教育委員会
斎藤正徳、 aa:j t-'2公行、島倉信、井宮i字 1996 「ベクトル磁気探査法の開発」 文部省科学研究費補助金重点領
域研究 「造跡探査』第4回研究成果検討会談論文集 pp77̃86
ta并 2,:1行他 1997 「第6章 物理探査」 「行者塚古;噴発掘調査概報」 加古川市教育委員会
荒 淑人他 2002 『国更跡桜井古墳」 原町市教育委員会
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第 1 節  周 濠 ・ 陸  橋
第 4 章  発 掘 調 査
1 . 周 程 の 調 査
第2章で述べた地下探査により、 墳丘の周囲には幅約20m程度の周漾が巡り、 南西部分に途切れ
(陸橋) があることが予想された。 周濠の調査は、 探査成果を確認する形で進められた。
墳丘の北側は道路及び水田、 束側は水田であったため、 調査区は設定が可能な墳丘南側に第5区、
西側に第9区、 南東付近に第10区の合計3箇所が設けられた (第34図)。




























が、 第 () ・ 8 l >く1の調査ではifi li:南西付近
では J言-i 1 1l,11 の ・11ll前l1 は行われず、 11,111橋状に開
t表が途切れる地点があることが明らかと
された )
第 5 lメ1の調査で、 大塚森 l l l fi'iのfi'i li:開
囲に J11lli豪を確認し 、 採査成果を 実付ける
こ と と な っ た ( . しかし、 J,'li・t表外用のi客ち
込みを検出できず、 J,'i1 1t1豪の ノ、1- 体規模なら
びに構造にっいてはイ、明なままであった、
このため開 t表の全体規模 ・ 構造を把ili、す
る た め に 第 9 l)<.が設けられた . ,,
第 9 l)< は!i'f li:西側の調イi l,,<_ で、 測,l1 調
査の段階で体本1J l - lllの西端の湾曲が開 、1豪外
J,'l1にあたる可能性が考えられていた.調
査の結果、 ]' 想に速わず、 開・t豪の!i'il li1 側
および外用の 、?客ち込みが確認され、 用i豪
の形状と規模が確認された 、  !fi l ,i の西側 第35図 第 :-) l,,く.1.最 (!i'i l l: 側 か ら )
の社iは水lll造成で削られているため、 本来の J,'i1 1豪の 、'/ ち l -.が り  とii'1lli:の関係は確認でき なかった。 J li1
l1;l1は近年までその形状をとどめてぃたが i設後になってブルドー ザー で理めたとのことで、 用標内には
人:11.1l的な理め l :が観察された へ この1,iは理められたl:に あ た る と 考 え ら れ た 。
続いて、 i 11 l i1 東側のJし'i1 111豪の 1l;11を確認するために第5l)< の東約17mの地点に第10区を設定した。 第
10区は」t'1l- .l i1 南東部にあたる ) 第10 l 、,く1 では、 Jl'11 i豪の!i'f .li:側の 、/ ち l -.が り と  J,',1l 1際 J.P1l1面を確認した。 開 i豪
の形状は第9区と同様であったが、 、'/ ち l _が り は 第 9 l)< と比べて -1i、であった。 こ こ で もifi .l i1 部分が大
きく破壊されていたため、 .ti'i .「i1 と 用?豪斜面との関係は明らかにできなかった。 f性積 - l:、 J、 111 b的な理め
l二 等は同じ状況だったが、 J性手直- l:中には富:l 1 が 落 l、- したものと見られる河原イ - 1 が混じっていた。
以 . l _の調査成果によって例明した J言-1 111豪の様和をまとめておきたぃ。
まずは、 」1'f . l i1 東側から南側を巡る Jl,1 標の状況にっいて述べる。
第5l>< ではX=50. Y=42付近でJ '1 l 1l1豪外開 1:端が確認された。 J,'i1 ・t豪外開 . l:端は標高47.5m付近に
位置し、 やや内湾気味にカ ー ブ しながら西側の第8区へと 向 か う 。
第 8 区へ到 111f1 した用i1l豪外用線はX=63. Y=32付近から調査区内に現れ、 南 か ら 北 に 向 か っ て 直
線的に約8mのびて l1装_橋部南側辺を -形成したのち、 X = 7 1 .  Y = 3,l 付 近 で 強 く 11lli曲 し !i'i l i1 側 l _ 端 と
な り 、 第 5 区へと戻る。 i l1rび第5 I:,<_tfi .li:側に現れた .t11ili:側上端は、標高48.1m付近に位 l l'iす る ( ) 第 5
区を出て、 更に東方に向かったifi li側 l:端は第10l)< へ到達する。 J,',ll 1豪外J,'i1l、端は第5 l )く:では標高47.0
m、 第 8 I .>< では標高46.7m付近。 第10区では標高46.4mに位置し 、 開法の斜面はほぼ 39°前後で一


























































































































































































































































































































































































































































































































































































第38図 第 ;-) l メ.用1・'1,l: ( j li I - 側に向か -, i 1最 ;・ )
第39図 第 (1 l)<.ノ、:最 (!l'1 1i側に向か )て1 J'l:1影
- .lg -
第40図









はX=60.  Y = 2 0 か ら 調 査 区 内 に
現れ、 直線的に約8m東にのびたの
















































































































































































































































































































明出色l: ・ !Ml出色度 ・ !l.,色l:を合む,,
明組色土・-黄出色 . l _ ・ n 色上を含む.
しまり jlli 明出色-l: ・ 統 色 - l:を含む,,
1l.!色- l:を含む.
l1組色:l: ・ l l11l出色l:を合む.
1.1: 色 .:lを含む,,
'l l 色 l.を含む,,
1al色l:を合む.
'll 色:l: ・ 11l 出色士・ 1f石・火山11l,1を含む.
l l出色土 ・「,'出色 1l:・ fi1「1 ・火l1l灰を合む。
Blll出色l:を含む,,
科色土・明出色_ l.・ 11l.1色- l.を含む。
第41図 第 1 0 区 平 面 ・ 上層断面図
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Y65
最も上層に約 15cmの表土 (L I )  と した水田耕作土が位置する。 表土直下には黒色土に多量の黄 ;f ll1l 色
土を含むi能積土が;t性積する (L n )。 L II には伐採木や陶磁器類が混入していることから、 近世以降の
人為的な理土であると考えられる。
この人為的理土L II の下層には黒色粘土を主とする堆積層が位置する ( L  m ) 。 この黒色土は周濠
第42図 第10区J'il海11lli11り ドげ状況
_ ._' i ' ・一
、,':;, . ・- -、. ・-・ ・ . l:、 .
第43図 第9区周 1ll豪:上1iii断面
Jl用縁から中心部に向かってレンズ状堆積を示し、 水生植物過存体を含むことから自然堆積層と判断され
る。 また、 黒色:上層は灰自色砂質土と互層になっており、 最も多く細分された第9区では31層に分け





2 . 陸 橋 の 調 査
調査に先だって実施された地下探査で、 tf1ll丘南西側で周濠が途切れる可能性があることが判明した。
第6区の調査では北側から延びる周漾が閉じることが確認され、 探査成果が実証された。 この成果を
受けて周濠の途切れる部分 (陸橋) の様相を明らかににするため、 第8区を設定した。
第6区の調査は、 地下探査の成果から、 陸橋部の想定中心線を真北方向から217° 00'00″の方向に
求め、 基準線を設定することから開始した。 調査は表土から順に周標内1l1lli1ll11,i土を除去し陸橋の検出に
努めたが、 当初設定した調査区内では周濠の途切れ部は確認できず、 陸橋は、 地下探査による想定箇
所より更に南に位置していることが判明し、 調査区を南に拡張した結果、 周程豪の途切れ部を検出した。




陸橋部分には、 後世の掘削痕が断続的に遺構面に到達しており、 上面にやや機乱があるが、 概ね古
i責築造時の姿を知ることができる。 陸橋は古墳;噴丘の南西側にあり、 中軸線はS19° Wである 。 墳丘
の外側から;噴丘方向に向けて延び、 そのまま ;噴丘に取り付く。 古:噴外方と陸橋の間には特段の施設は
な く 、  平坦面が連続する。 陸橋の南側は東南方向からのびる周漾の収束部分にあたる。 この周漾の収
51
東部分は南西から.lヒ 東に比較的直線的に延びる。 l1使橋の北側は,化西方向から延びる用お集の収東部分に
あたる。 この収東部分は、 現状では間 i豪の中央付近でやや南にふく らんで孤状を 'll' する。 1又対側の J,'l1
t豪先端が直線的であることを考えると、 このふくらみはJl'11 i豪部先端が11ii れたため生じた可能性がある ( )
このため陸橋は中央付近でやや幅を減じる。
l1,'i橋の全体の形はほぼ長方形状を 'l 二 し、 そのl -.面は中央付近がやや高く、 開緑部が低い ui l''f 状 と な
る ( J 幅は - 定しなぃが、 ,l l-!直外方から陸橋への 接 続 部 分 で は l m を 測 り、 ノ1、l:体 と し て は 幅 2 .5~ 3 m
程度である。 長さは約l0.5mで、 :l資l-i1 に近い部分では Jt't「i末端に連続する傾斜が始まる c 画脇のJ,'1 l 標
底面から陸橋 . l _ 面までの比高は l .5mである。
第8区で検出された l1,ti橋南側のJ,'1 l深は、 小範囲の調査であるため l1使橋南側として説明した開標 I -.端
の形状の他は明らかでなぃ. J1 lI 標内の!M'il:は第9区開 1豪とほぼ同様で、 」il11 横 - l 1.の下 1ll、1iには.ti'1l li:から
転i客した河原イ l も 1i:又在していた.
第44図 l,1lii11ii 、 第 7 ・ 8 区 全 最
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粘性中 しまり中 地山ブロ ツク・黒色土を含む。
地山ブロックを含む。
粘性弱 しまり中 地山ブロック・土器を含む。
3. ま と め
周濠の調査では、 陸橋の存在が明らかにされた点が特筆される。 ここでは、 大塚森古墳における陸
橋の意義にっいて述べ、まとめとしたい。
さて、 検出された陸橋は、 墳丘南西部第7区で調査された墓道、 墳頂第2区墓擴と一連の遺構であ




墳丘南西斜面上半に位置する。 墓道は重複しており、 2時期の墓道が掘削が確認されているo 古い時
期の墓道は墳丘構築の際の作業に用いられた道または墳丘構築後埋葬までの期間に行われた墳丘上の
記りのための通路として、 新しぃ時期の墓道は棺の搬入路と想定されている。 この2時期の墓道はそ
の日的・機能は異にするが、 いずれにしても墳丘外から墳丘内へ到達する 「道」 としての機能を呆た




の搬入、 そして埋葬にかかる 『道』 としての機能を果たしていたものと推察しておきたいo
これまで、 多くの古墳が調査されてきたにもかかわらず、 陸橋や墓道が調査され、 その日的や機能
を検討された例は決して多いとは言えない。陸橋(識1)が確認された例は管見によると、 和歌山県
和歌山市秋月遺跡1号墳(註2)、 福井県三国町姥ヶ谷古墳(註3)、 新潟県長岡市大董場古墳(註4)、




周構が途切れる様子が確認されているに留まる ( 1l:. l 0 )。
今回の調査で棺の搬入に際 しては墓擴・墓道、 そして陸橋が極めて重要な機能を持つていたと推察
され、 またそれぞれの遺構は合理的な関係を有していたことがうかがえた。 これらの調査成果が、 今
後の古墳の調査に役立つものと期待したい。 (荒 淑人)
( 註 l )  以下に記載した陸橋状の施設が確認された各過跡については、 報文の中で 「陸橋」 もしくは 「プ リ ッ
ジ」 と報告されているものがある。 ここでは、 単純に周灘が陸橋状に途切れることが確認された例と
して取り上げた。従つて、 これらの各過跡においては大塚森古墳のように埋発にかかる作業 「道」 と
して位置付けられていないものも含んでいる。
( 識 2 )  桃野真晃 1986. 「秋月通跡」 「図説発掘が語る日本史」 新人物往来社
( 註 3 )  山口 充 l981. 「姥ヶ谷過跡発堀調査報告書」 三国町教育委員会
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(識_ 4 )  駒形敏期ほか 1985 「大董場古墳」 長岡市教育委員会
( 離 5 )  長谷川勇 1973 「御手長山古墳発掘調査報告」 本庄市教育委員会
( 註 6 )  泉森 較 1982 「広陵町新山古1資群」 奈良県通跡調査概報昭和55年度 組原考古学研究所
( 誌 7 )  甲装患彦ほか l986 「鶴見古項 一 史跡川部・高森古;項群保存修理報告書」 宇佐見土記の丘資料館
( 誌 8 )  埼玉県 l982 「新編埼玉県史」 資料編2
( 誌 9 )  大橋信弥 l984 「服部通跡発掘調査報告書」 5 滋賀県教育委員会
(註10) 桜井古'資では周溝が展開する範囲の基本土層は地山黄色ローム、 下用に砂際層が位置する。 周溝の掘
削は砂陳層に到達した時点で終了され、 基本的には地山ロームのみの堀削による。 前方部南側前端付
近は砂際層の検出される標高が高く、 陸橋部の形状自体は明瞭ではない。 ただし、 調査では黄色ロー
ムが堀り残されていること、 前方部前端に位置すること、 後方部西斜面 (前方部側) に墓道が位置し
ていることなどの諸条件を考感して、 棺の搬入にかかる陸橋としての機能が想定された。 原町市教育
委員会 「国史跡 桜井古'資」 2001。
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第 2 節  :噴 丘
1 . 墳 丘 の 調 査
測量調査の結果、大塚森古墳の墳丘平面はほぼ正円形を呈しており、 直径50̃52m、 高さ7.6̃8.0
m、 墳頂平:tl1l面直径16̃18mであることが判明した。 測量段階の観察では標高51̃52m付近、 墳丘
の下部に比較的明瞭な傾斜変換があり、 墳丘を巡る様子が観察されたため、 この付近にテラ スがある
と予想された。 また、 標高54̃55m付近にもゎずかな傾斜変換が認められたが、 不明瞭で墳丘を巡





第46図 ト レ ン チ 配 置 図 ( 1/600)
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(1) tli.1i斜面 ( 第 4 7 ̃ 5 5 図 )
;ti'1l丘斜面には10̃80cmの表土、流出 .-l:が雌横しており、 これらを除去し、 項 .l-i1 面を検出した。 流
出:上は後述する斜面の傾斜が変わるテラスの部分に厚い雌ifiがあった。 テラス部分の流出上中には河
原石が多く含まれており、 l -.段、 中段斜面下部に築かれた 1ii1石が崩れた状態であることが判明した。
項 .l iは上l、一のテラスに区切られており、 3段構成である。 項 .l iは北西から南ll1lしに向けてわずかに傾
斜する丘陵上に築かれているため、 城丘斜面は西側でやや短く、 東側で長い傾向がある。 上段、 中段、
下段の各斜面はおおむね同じ長さで、 墳丘は三等分されている。 各段の傾斜は第1区上段30°、 中段
30°、ド段27°、第3区l _段25°、中段24°、第4区上段29°、中段25°、下段22°、第7区で上段25°、
中段27°、 下段26° を測る。 項 . li-_西側で傾斜が大きぃ理由は、 古項が築造される I日地形がやや高いこ
とにlil来するものであろう。 第4区で各段の傾斜にばらっき が あ る が 、 第 1 ,  3 ,  7区ではほぼ各段
の傾斜が等しく、 本来は各段の傾斜は同じく企画されたと見られる。墳丘科'1部は地山を掘削し、 J書a 漾
を 掘 る こ と に よ り 作 り 出 さ れ る。 ;t資 .「i ド段の斜面は下部が地llIと地山直上の旧表上で、 上部が横み土
で構成される。 中段、 上段はすべて積み:t1 である。
なお、第7区は当初狭いトレンチを設定し、後に掘り広げたため、 1ll11l,い ト レ ン チ ( I、- l 7 区 ) のデー タ
と掘り広げた段階のデ一 夕があるため、 図、 :'.;l 真では前者を第7区 ( ll」)、 後者を第7区と表記した。
第47図 第 1 区'資「i1斜面
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第48図 第3区」tltfi 斜面



































































































































lll,., l:色 l:性 納性 しまり 合イ1物
l 111出 色 l 1 0、I,l3 ' -1 ) ?少'1lliシル ト lil1 ;1l1 直径2̃3rnmの小際を多ll11に含む また、 ト'部のイ13点のl :面に2- ・lcmのilを合む
第52図b 第 7 区 3 号 _-l _坑平面 ・ 断 面 図  (1/10)
第52図c 3 _, l:」jt全最
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第53図 第4 l )< t11'f li ;1l1:l 面 第54図 第7 l,l. ( l1l ) 」1l'i l l 1 1l1:l 面
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(2) テラス (第62・63・71・ '72図)
墳丘の上下2ケ所にテラスが設けられており、 上段テラ スは'資丘の調査区すべてで、 下段テラスは
第1、 4、  7区で確認された。
上段テラ スは第1区では標高54300 ̃ 54500m、幅約15m、 第3区では標高53.900̃54.200m、 幅
約l2m、 第4区では標高53900̃54.100m、 幅約1.1m、 第7区では標高54.000̃認200m、 幅約0.8
mである。;噴丘北西側でやや高く、 南東側で低い傾向があるが、その差は最大で60cm程度であり、
水平に近い。
下段テラ スは第l区では標高51200̃5l.400m、幅約12m、 第4区で標高50.700̃50.900m、 幅約
a8m、 第7区で標高50.800̃51200m、幅は約08mである。上段テラスと同様に墳丘北西側がやや
高く、 南東側で低い傾向があり、 その差は最大で約70cmである。 下段テラスは上段テラスに比べて
やや幅が狭い傾向がある。












り、 この範囲まで茸石があったものと考えた。 上段テラスからこの傾斜変換線までの距離は約2.l m
であり、 この範囲までが本来の茸石の範囲とすれば、 現存する茸石は墳丘の約半分程度にあたるo ま
た、 上段斜面全体の中で想定される葺石の範囲は約1/3程度で、 毒石は上段下段ともに上段斜面、 中
段斜面の下部l/3程度を体卷き状に覆つていたと見られるo
部分的に葺石の断ち割りを実施した(第62・63・7l・72図)。その結果基底石の下部及び畫石と ;積丘








すべて焼成前に9kイしされている。出 l:状況から、 こ れ ら の l:師器二 .重II系表,額 は.tf llfi 、l 1」1l1面開囲に 、,て
i l 1べ られており、 .ti'f li:のm J要理に i、「1 って _ l:段テラス付近まで 1客 I、- 、 流出したと見られる (第56 ・ 57図)。
(l lI川純 - )
第56図 第 3 l)< ,,:':,形l:器出l:状況
第58図 第 l l >(1l -.段 .ii: イ l
第57図 第 7 区',li,形l:器出 l:状況
第59図 第1 lxlト段n:イ 1
第60図 第 1 l .)< ド段i: イ l ド1l、・1 ( .l 1lき - l: )
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l 平面図 o 1m l
Y=48 アミは断ち割り部分 =- Y=45


















li li 平面図 l
路 3 :s ァ ミは断ち割り部分 :a
X X
※土層識i記は86ページに記 i設 0 l m=







第66図 第 3 l ズ:通:イ i断ち割り l:1l再断面
第68図 第4 I )く l _段i1: lf l 断ち割り _- l _ Jl言断面
' 1 ' ・:1l,i、''・  ' - ' :
・ . , t感 、 ・ ,. 、































第71図b 第4区下段葺石平面・立面・断ち割り土届断面図 ( l/40)
78
0 ---一 _ - - ---- - _ _ _ - - - 一 一 W

































第74図 第 7 l )く l .段 jli: イ 1
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第75図 第7l,,< l-.段 _Li: イ l ( 東側 )
第77図 第7lズ_l -_段」_i: イ l 取り外し状況
第79図 第 7 lズ. 1、段」_l: イ 1
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第76図 第 7 l,<. l -.段 _Li: イ l ( 西側)
第78図 第 7 lズ1l -.段ii: イ 1 断ち割り l .1l、引お一r 面
第80図 第 7 l,・l1l、段上.i: イ 1 断ち割り l .1l、,1断面
第1区土層観察表
用位 土色 土性 粘性 しまり 含有物 備考, 組色(lOYR4/4) 砂質シルト なし 弱 植物根多iit含む。 表土・腐組土
n - 1 暗オリープ国l色(2SY:;1'3) シルト あり あり 明黄得色(lOYR6/8)粘土質シルト ・ プ ロ ッ ク を
含む。 流出土(因種理土)
ll - 2 照商色(10YR2/3) シルト あり あり 流出:l_ (周程理土)
ll - 3 1;llt l色(7SYR2/2) シルト あり あり 小離を置量含む。 流出土(国演理土)
II - ,l 無色Ct5YRl.7/l ) シルト あ lll 爾 徴組な得色粒子を多量含む。 流出土(因程理土)
m - l 田色(lOYR4/6) 〇'nシルト なし 弱 小陳含む。相物根を多量含む。 流出土
m - 2 晴lll色(lOYR3/4) 砂質シルト 弱 弱 明組色(lOYR5/8)ローム粒及び黒色(lOYR2/ l )
砂質シルトを置量含む。 流出土
m - 3 責細色(lOYR5/6) 砂質シルト 弱 あり 黑色(lOYR2/l)砂質シルト及び明黄組色(lOYR5
/8)砂質シルト・プロックを班状に含む。
流出土
llI - 4 オリープ日l色(25Y4/6) シルト あり あり 明黄組色(lOYR5/3)砂質シルト・プロックを含む。 流出土
m - 5 得色(lOYRli/6) 砂質シルト 二i品 あり 明黄細色(lOYR5/18)砂質シルトの大プロッ クを
多量含む。 流出土
第l区上段毒石断ち割り土層観察表
用位 土色 土性 粘性 しまり 含有物 個考
l 暗科色(lOYR3/3) 砂質シルト なし al; 表土
2 灰科色(lOYR4/2) 粘土質シルト 爾 やや弱 流出土
3 組色(lOYR4/4) 粘土質シルト やや強 やや強 流出土
4 にぶい黄科色(lOYR4/3) 粘土質シルト やや弱
黑色(lOYR1.7/l)砂質シル ト25%、黄掲色(lOYR
5/8)パミス・プロック20%、にぶい黄程色(lOY
R6/4 ) パ ミ ス l0 %、にぶい黄商色(10YR5/4)粘土
質シルト・プロック5%含む。
やや弱 流出土
5 演贊假色(lOYR8/4) パミス やや強 強 黄組色(lOYR5/8)パミ スを20%含む。 流出土
6 黑色(lOYRl.7/ l ) 砂質シルト なし やや弱 テラス整地土
7 暗組色(lOYR3/3) 粘土質シルト やや強 極めて強 明黄組色(10YR6/8)結土質シルトを班状に徴量合む。 テラス整地土
8 暗翻色(lOYR3/4) 砂質シルト なし やや強 黑色(lOYRl.7/ l)砂質シルトをやや多く含む。 テラス整地土
9 にぶい組色(lOYR4/3) 粘土'llシルト 強 強 黄商色(lOYR5/8)パミス、組色(lOYR4/6)粘土質
シルト、照色(lOYR1.7/l )a'質シルトを班状に合tln。 テラス整地土





l l 黄科色(lOYR5/6) 粘土質シルト やや強 やや強
にぶい 1置fB色(10YR4/3)粘土質シルト 20%、黄
翻色(lOYR5/8)パミスl0%含む。 城丘額土





的 照:色(lOYRl.7/ l ) 砂質シルト やや明 数 黄得色(10YR5,l6)結土質シルトを班状にやや多く含tt。 項丘積土
第l区下段登石断ち割り土層観察表
用位 土色 土性 粘性 しまり 含有物 備考
1 黑樹色(lOYR2/2) 粘土質シルト やや爾 弱 表土
2 照組色(lOYR3/2) 粘土質シルト やや強 觸 表土
3 l0色(10YR4/4) 粘土質シルト やや数 やや明 流出土





5 福l色(10YR4/4) 粘土質シルト 強 強 流出土
6 黄組色(lOYR5/6) 粘土質シルト 強 強 登石座込め土





8 科色(10YR4/4) 粘土質シル ト やや弱 やや数
黄翻色(lOYR5/8)粘土質シル ト 、置組色(lOYR5
/8)パミスを班状に多量含む。 テラス整地土
9 黄得色(lOYR5/8) 粘土質シルト 強 強 項丘額土
10 明黄掲色(10YR6/8) 粘土質シルト 強 やや強 照色(lOYRl.7/ l)砂質シルトをプロック状に合む。 .城ii:統土
1l 明黄組色(10YR6/8) 納土質シルト 識 強 項丘統土
l 2 照色(lOYRl.7/l) 砂質シルト なし 強




用位 ・ l 1色 上性 粘性 しまり 含有物 備考, 暗組色(lOYR3/4) シルト なし なし 械物根多量含む。 表l:・腐械 -l'.
m - l 出色(lOYR4/6) シルト なし なし 流出:t:
m - 2 にぶいg能科色(lOYR4/3 ) シルト なし l的 流出 _l:






m - 4 科色(lOYR4/4) シルト ややあり 直従2m以-Fの自色粒子を少最合む。I; '平に直径3cm以下の明科色(7.:lYR5/8 ) ロ ー ム ・ プ ロ ッ ク
及び明黄科色(lOYR6/6)ローム粒を徴量含む。
なし 流出 _t




;eit11l. :l_色 :l -性 結性 しまり al入物 備考
l 略田色(lOYR3/4) 粘 ◆上質シルト なし lili 表;l:
2 出色(10YR4/4) 結t質シルト ji1 やや明 流al i
3 科色(lOYR4/6) 粘土質シルト やや弱 やや'職 流出:l.
4 科色(lOYR4/4) 粘上質シルト やや強 やや強 明掲色(lOYR5/8)パミ スを度状に徴最含む。 l i石ai込め:l:
5 時出色(lOYR3/4) 粘土質シルト ややi;St 強 ?黄科色(lOYR5/8)およびi 減極色(lOYR8/4) パ
ミスを:l通状に少量合む。 テラス整地t















9 暗ll色(lOYR3/'i) 粘土質シルト やや強 やや弱 黄細色(lOYR5/8)パミス、患色(lOYRl.7/ l )砂質
シルトを少量合む。
'tllt盛土











直径l5cn大の黄組色(lOYR5/8)パミス ・ プロ ッ
ク、思色(lOYRl.7/l ) 1e0,'llシルトを含む。 項丘盛土
l2 パ ミ ス
一部、i 城'松色(IOYR8/4)パミス、掲色(lOYR4 /6)粘
:t 'ftシルト、照色(10YRl.7/ l )0質シルトを帯状にat
最合む。
極めて識 城丘盛土












用l 位 ・l;色 土性 :ai性 しまり 合有物 備考
l
m - i ia色(IOYR4/4) シルト なし なし 組物組多i11l含む。 表;上・腐他土黑組色(lOYR2/3) 粘t質シルト ::'二1iii 中 直i益lm程度の自色粒子を多最含む。 流出.t
m一 '2 褐色(10YR4/4) シルト 二職 やや弱 流出土
m - 3
m - 4
組l色(10YR,li/4) シルト 號j 中 にぶい1lli額1li9l(IOYR5/4)粘土質シルトを含む。 流出土
商色(10YR4/6) シルト 明 中 費備色(lOYR6/8)シルト ・ プロックを期大に含む。 流出t
















第4 区 . l-.段;1国1:石断ち割り土層観察表
用位 _l:色 土性 粘性 しまり 合有物 個考
l 黒細色(lOYR2/3) シルト やや1ilj やや弱 表土
2 暗組色(10YR3/4) シルト やや觸 爾 流出;l;
3 得色(lOYR4/4) シルト ややi;al, 爾 明黄得色(lOYR6/a)パミス粒を微量含む。 流出:l:





































l 0 1St相l色(10YR5/8) ローム 強 やや強 自色粒子を幅段:1t含む。 項丘額i
l l 黄lt;色(10YR5/6) 粘;l;質シルト 強















直径 lcm程度の黄掲色(lOYR5/6)ローム ・ プロッ
クを少:lilt含む。 城 li統土







理i位 :t色 土性 結性 しまり 含有物 館考
l 黑科色(lOYR2/3) シルト 弱 弱 納物根の混入多い。 表土


























7 f3t!1.(lOYR4/4) シルト 中 やや強 野石要込め土
8 暗科色(lOYR3/3) シルト 爾 中 畫石要込め土









用位 :l:色 土性 粘性 しまり 含有物 個考, llali0色(10YR3/4) 砂質シルト 弱 爾 相物根多量含む。 表土・腐'随;l:





程度の黄組色(lOYR5/8)砂質シルト - プ ロ ッ ク
を含む。
強 流出土(周ia理:t)
Il - 2 黑出色(715YR3/ l ) シルト 中
直径5̃lOnlm程度の黑色(lOYR2/ l )砂質シルト・
プ ロ ッ ク、直径l̃2cm程度の科色Cll5'l ,l4)粘土・
プ ロ ッ ク、直径5̃40llIn程度の明赤掲色(2.5YR5
/6 ・ 5/8)砂質シルト・プロック含む。
強 流出1上(周程理十)




















ll - 6 時組色(10YR3/4) 砂質シルト 弱
直径1̃5an程度の設1lll色(lOYR5/6 ・ 5/8)砂質
シルト・プロック、2̃3(la●程度の黑色(lOYR2/l )
シルト・プロック 、直径2̃10cl l l程度の組色(l0
YR4/6)砂質シルト・プロックをまばらに含む。
弱 流出土 (周ii理土)




m - 2 科色(lOYR4/4) シルト 中 中 流出土
m - 3 科色(10YR4/4) シルト 中 直径l̃3cm程度の資組色(l01yR5/6 ・ 5/8)砂質シルト・プロック、直径2̃5llIn程度の黄組色(l0
YR5/6)粘土質シルト・プロ ックを含む
中 流出土
m - 4 暗組色(lOYR3/4) 砂質シルト 腦 中 流出土
m - 5 略組色(lOYR3/4) シルト 中 中 流出土
m - 6 にぶい'茂科色(10YR4/3 ) 砂質シルト 弱 直径2̃3co程度の明費組色(lOYR6/8)粘土質シルト・プロック、直径l̃2cal程度の1置程色(10Y
R7/8)砂質シルト・プロックをまばらに含む。
中 流出土
m - 7 照組色(lOYR2/3) シルト 中 弱 流出土
第7区上段ii石断ち割り土層観察表
展i位 土色 :t:_性 粘性 しまり 含有物 備考
1 にぶいftt l色(10YR4/3) シルト なし やや明 表:t;
2 組色(lOYR4/4) シルト やや爾 弱 流出土
3 組色(lOYR4/6) シルト 弱 ややSS 流出.:t
4 科色(lOYR4/4) シルト 弱 やや強
直径lcm程度の黄科色(lOYR5/8)ローム ・プロッ
クを徴量含む。 流出土





6 l游la色(lOYR3/4) シルト 弱 弱 流出土
7 組色(lOYR4/4) シルト 爾 弱
直径5̃10cal程度の組色(lOYR4/6)ローム ・ プ
ロックを30%含む。 流出土
8 Bltl0色(lOYR3/4) シルト 爾 強 上部に組色(10YR4/6)シルトを少量含む。 毒石 1要込め.:l;
9 暗la色(lOYR3/4) シルト 弱
中央部に黑得色(lOYR3/ l)シルトを帯状に含む。




10 組色(lOYR4/4) シルト 爾 強
相l色(lOYR4/6 )ロームを 30%含む。黑色(lOYRl.
7/l )シルトを含む。 テラス整地土
l1 田色(lOYR4/6) ローム やや強
直径2̃5co程度の1資l0色(lOYR5/8)ローム ・ プ
ロ ックをまばらに含む。黑約色(lOYR3/ l )シルト
を合む。
やや弱 項丘破土






」llif、, -t.色 - l:性 納性 しまり 含有物 側考
13 出高- 科色(10YIt3/4) シルト やや1iii
科色(10YR4/6 )パミ スを30%含む。19l出色(10Y
R3/1)シルトをプロック状に少llt含む。直径3̃5
cm程度の明1部t出色(lOYR6/6 ) パ ミ ス ・ ブ ロ ッ ク
を上部に少 1lit、中・下部に ii1l状にやや多く含む。
項丘.械:f -やや強
14 !」l 色 (lOYRl.7/1) シルト ;ili
-出t出色(lOYR5/6 ・ 5/8 )ロー ムの l l'プ ロ ッ ク を 全
体的に含む。上部に種色(7.5YR6/6 ) ロ ー ム の 小
プロ ックを含む。
やや的l1 城「i1.1ilt:i1
l 5 出t出色 (lOYR5/6) ロ ー ム lili やや;iij
能!色(loYR2/ l ) シ ル ト を 帯 状 に  1 0 % 含む。下部
に出t科色(lOYR5/8 )ロー ム ・ プ ロ ッ ク を 含 む 。
項丘械:l:
l 6 'l' 色(10YRl.7/ l ) シルト ややlili
直径1̃2cm程度の出色(10YR4/6)ローム ・ プロッ
クをまばらに、l111l出色(10YR3/ 1 ) ロ ー ム を 2 0 %
含む。
数 項.fiat 上




1l1 l 位 _t色 l:性 粘性 しまり 含有物 備考
l Eii酒色(lOYR3/4) 砂質シルト 9l5 1ili 械物根の混入多い。 『
2 間色(lOYR4/4) 砂質シルト 弱 ,llii 械動根を含む。 流出土
3 にぶいil l組色(lOYR4/3) 砂質シルト lili 中 l1lt物根を含む。 流出土
4 灰找科色(lOYIt4/2) 砂質シルト 中
直径3̃5cm程度のlリl前細色(10YR6/6)ロ ー ム  ・
プロック、ll組色(10YR2/3 )シルト ・ プ ロ ッ ク を
少ft含む。
l l l 流出:l:
5 出色(10YR4/6) 砂質シルト 中
l 直 径 3 ̃5mm程度の出t出色(lOYR5/8 )シルト ・ プ
中 l ロ ッ ク を 少 lit含む。
流出:f:
6 e,青科色(10YR3/3 ) 砂質シルト
直径3mm程度のill色(lOYR1.7/ l ) シ ル ト  ・ プ ロ ッ
ク少l11t、直径l5̃20mm程度の'費出色(10YR5/6 )
強 、 . ・ ・:l1f - ,砂質結:l_、直t益10̃如田程度の種色(7.5YR6/8 )
砂 質 シ ル ト ・ プ ロ ッ ク を 微 lit含む。
fS 流出:上




董石座込め土8 科色(10YR4/6) 砂質シルト Sl1 中
直径2̃4cm程度の明出色(7.5YR5/8 )シルト ・ プ
ロック、小際を含む。
9 ll書約色(lOYR3/4) 砂質シルト l l! 強 '成'出色(lOYR5/6)砂質粘土をまばらに含む。 城丘額土
l 0 組色(10YR4/6) 砂質シルト ;ilj 中
















層がB, CでBの下層がDであり、 Cの下層がEである。 BとCの前後関係及びDとEの前後関係は
分からなぃ。 Bには1ヶ所、D、Eには2ヶ所の不整合面があり、 それぞれB - 1 、 B - 2、D- 1、


















1 ̃ E - 3に、墓道西側ではF - 2 ̃ F - 3に対応する。
以上の観察から、 墓擴壁で見る 1墳丘積み土は東壁、 北壁で不整合面にそって土層が傾斜しており、
最初に高い部分があって、 その内部に土が充填される形であったことが分かる。 また、 土が充填され
g0 -
る ノ行段階に応じて、 地lI lを切り出したブロ ックを、l 1 べ、 」1l'f li:のl通 化を図つている.  - 方、 西 l't 、 南 itf
では、 東 、 .lヒ と同じく」也l I l を 切 り 出 し た ブ ロ ッ ク を 用 い て い る が l_11、,1はほぼノj( 、「である 東 、 .lヒ 1l 1,、11 の
」i'i l l11l11 l み l .の様 J'- は l'i- 木ii?i?が指描する ( 1'1-本2002 ) 「西l l本的I _法」 と ,i' '1l「l が な ぃ i i 'i l l 1 外開にドー
ナ ッ ツ 状 の l ・1 f- を あ ら か じ め 作 り 、 そ の 内 部 に l .を -i,1:.iiiするとみれば、 東雌- のI ) ,  I、が!i'i li:外用の 、_
f・;l)?の 部 分 に あ た る こ と に な る  こ の こ と を 前 提 と す れ ば 、  西iti-のl:1、l'1, は l 1「の内部の -il i i'11 された l _
1,、' だけが見えているために ノJ ;、l': な 状 態 で あ る と 見 る こ と も l '「能 だ ろ う ,  !i'i 1真 、lりll面の中で基i減- 西i,,t'は
比較的中心部に jiいためにフl1i」真した l _ 1,l,1が見えており、 用緑部に jiい東i装- には l l , い 段 階 の l i- 状の部
分が見えている可能性がある
基境'1四 1, l i1の l _ 1ll、,1の観索の結果から、 大塚 4til , l l !i'11の!i'i l ,1 築造にあたって、 青木氏の指描する 「西l l本
的 I .法」 が用いられた l ,」能性が高いと考えられた
引用文献
l'i: 木 lfk 2o02年 1 , l , 」i'i構築法のl l f 検‘1、1」 _网・':i-し 院大 J'i-り i '1': l完記要 一 文'1': llj f 究科 一 .  第33 'liti
第81図 ら'i成西i:1111 」tlJ 1l1ブロ ッ ク
( 大 :' J,l ' )
第82図 集ili1し,lヒ li1地I i 1ブ ロ ッ ク
- 9
第83図 基城- 東M11 地l1lブ ロ ッ ク




第85図 l,, : i基t l111it't 1 111fl'lみ l ◆ ( l , (S0
- 9 3 -
3. 境丘 出 土 土 器
ti1l1丘上段テラ ス上の雌積土中及び崩落した茸石に混じって多くの土師器破片が出土した。 そのほと
んどが二重口縁壺形土器である。 出土した底部はすべて焼成前に券;孔.されており、 口縁形態に関わら
ずすべてが底部穿孔であったと見られる。出土資料は口唇部や口縁部、 頸部、 底部破片であり、 体部
まで大きく復元されるものはなぃ。
想定される個体数は26個体、 復元される口径は27̃41.2cm、 底径は7.2̃13.4cmであり、 1壺の法量
に一定の規格性は認められなぃ。 大型で棒状浮文 ( 第 8 8 図 6 )  が加飾された特徴的な壼がある。
第87̃90図1̃19は、 二重口縁壺の口唇部又はロ縁部から頸部、 体部の資料である。 盡は口縁部
内外面や要国,部と体部外面は赤彩される。 口唇部の調整は ョコナデで、 その断面は上にっまみあげられ


















































第9o図 1l1ltfr:出 一l- 一 重n縁壺形士器実測図(4)
- 98 -
0 8
第91図 !i'i l , 出 l . . lf l l ilM;1 形 l .器( 1
gl ) -



























cm 出 維  ( 外 面 ) 1国能 ( 内 面 ) 残 存
1 lol1i開 藤'能at -l. l:師 器二 ilt「、it和l1表 28.4 f更 存 l l.3 LllEil 部 : ヨ コ ナラ'l-I 繼 部 : タ テ ハ ケ
1頭 部 : タ テ ハ ケ
赤 彩
「 lt,第部 : ヨ コ ナ デ
にI総部 : ヨ コ ハ ケ
1;ll 部 : ヨ コ ナ デ
l:_1ilt部 : 赤 彩
口 9部 か ら
期 部
2 2 l;l1城li :
流出:l:
:l:師 器
. .ilt l- l illlMt
複・元32.0 残 存  6.5 口セf 部 : ヨ コナ デ
l 」 線 部 : タ テ ハ ケ
赤 彩
l_llilt部 : ヨ コ ナデ
口 繼 部 : ヨ コ ハ ケ






:;1imtl . l線 i :'装
f更存 8.2 期 部 : タ テ ハ ケ
赤 彩





複 元 4 l 2 f生存10.0 l 」 f解部 : ヨ コ ナ デ
「 l 様 部 : タ テ ハ ケ
赤 移
l- lセf部 : ヨ コ ナ デ
にI様部 : ヨ コ ハ ケ
l : l線部 : 1l1ll1移
口 係 部 か ら
口 線 部
5 7 区'll . fi:.
流 出 ・ l.
1 l.的 器
二llliLl解 llll f l存 l li 3 第i部 : タ テ ハ ケ体 部 : ナラ'
赤 移
對城 部 : ナ デ
体 部 : ナラ'
1ali部 か ら
体 部




3aa 残 存  8.4 Ll9l 部 : ヨ コ ナラ'
ll様 部 : タ テ ハ ケ
口 総 部 に 株 状 浮 文  ・
刻 み 同 、 赤 彩
l-Itf 部 : ヨ コ ナ デ
口 解 部 : ヨ コ ハ ケ
口 総 部 : 赤 移
ロ 9部 か ら
期 部
7 3 区;tl lli:.
- _l . 師 器
二.nt口総報
複 元 2 7.9 残 存  5.0 口9部 : ヨ コナ デ
L l 様 部 : タ テ ハ ケ
期 部 : タ テ ハ ケ
赤 彩
口セ練離 : ヨ コ ナ デ
口 線 部 : ヨ コ ハ ケ
へ ラ ナ デ '
口1ll-t部 か ら
にl線部
8 4 区 項 .lii. :l l:ili器
: .li'ftにl線始t
t更 -元28.0 1ll 存 5.0 「 l l l-f部 : ヨ コ ナ デ '
口 総 部 : タ テ ハ ケ
赤 彩
l_l 1llli部 : ヨ コナ デ
口 様 部 : ヨ コ ハ ケ
口 唇 部 か ら
「 I 様 部
9 4 区tt1lii:
流出11l
- l -師 器
二:llt ll総試能
残 存  6.4 口 株 部 : タ テ ハ ケ
赤 彩
口 様 部 : ヨ コ ハ ケ 口tlllt部
l 0 l 0 区 開 演
1lllifl:l二
:l.師 器
二; ift「 l 線 ii確
f更存 9.9 口 線 部 : タ テ ハ ケ
期 部 : タ テ ハ ケ
赤 彩
口 様 部 : ヨ コ ハ ケ
動ll 部 : ナ デ'
l ◆ 線 部 か ら
期 部
l 1 3 区;ttl:i1
流出二l.
1j二師器
-.ilit口 様 i;'装 発生存 6 2 「 I 繼 部 : タ テ ハ ケ期 部 : タ テ ハ ケ
赤 彩
口 線 部 : ヨ コ ハ ケ
期 部 :へラ ナ デ
l1 l 総 部 か ら
期 部
l 2 4、lOtll l i:
_- _
.-l 1的j器
.- -.1llt l:l繼前装 残 存 l 0.6 にl様部 : タ テ ハ ケ1lfl 部 : タ テ ハ ケ
赤 彩
口 様 部 : ヨ コ ハ ケ
動i 部 : ヨ コナラ'
l:1線 部 か ら
期 部
l 3 4 区 項 .l i:
流 出 . l::
_l:師 器
'.;ill(l-l様i:i1 ll
残 存  7.5 口 線 部 : タ テ ハ ケ
1弧 部 : タ テ ハ ケ
赤 彩
、:l操部 : ヨ コ ハ ケ
酬 部 : ヨ コナ デ '
l二l線部から
執部
l 4 1 区 城 .l i:
流 出 _l1: : l画i器二;llt口 総 l11lt f更存 9.l 期 部 : タ テ ハ ケ赤 彩
第ll 部 : ヨ コナ テ' 期 部
15 2 区 城I「i'能a'i.-l. _l二mll'器:二imt口様報 残 存 l 3.0 期 部 : タ テ ハ ケ赤 移 頭 部 : ヨ コナ デ 期 部




残 存 l 0.0 期 部 : タ テ ハ ケ
赤 彩
期 部 : 横 位 の へ ラ
ナテ'
期 部
l 7 4 区 項 .l i:
流出:l:
:l二的器
二 ift I_l 機 i;it
残 存  8 3 期 部 : タ テ ナ テ'
赤 彩
期 部 : ナ デ 期 部
l 8 7 区1fl l i i:
流出:l- 二l :師 器二1llt口様始t 残 存 l 6.7 期 部 : タ テ ハ ケ体 部 : ナ デ
赤 彩
期 部 : 横 位 のへ ラ
ナ デ
体 部 : ナ デ '
期 部 か ら
体 部
l 9 3 区 ill .Ili:.
流 出 l :1
.- l:;的 器
二;l t口 総 號
f生存 6.0 頭 部 : タ テ ハ ケ
体 部 : ナ デ '
赤 彩
期l 部 :へラ ナ デ
体 部 :へラ ナ デ '
頭 部 か ら
体 部
20 2 区 城m
Mtall .
: l.; 節'器
底 部 球-lL識 複元 92l L l義:8.0 表更存 3.0 体 部 : ナ デ赤 彩 体 部 : ナ デ底 部 : 機成前穿イL
へ ラ ケ ズ リ
体 部 か ら
底 部




複 元 & 1l
孔 德 : 6 3
残 存  3 5 体 部 : ナ デ
赤 彩
体 部 : ナ デ
底 部 : 始 成 前穿lL
へ ラ ケ ズ リ
体 部 か ら
底 部





lt.til : 6 . 2 残 存  2 3
体 部 : ナ テ'
赤 :形
体 部 : ナラ'
底 部 : 姓 成 前 穿a
へ ラ ケ ズ り
体 部 か ら
底 部




複 元 l 1.6
1t,径 : 6.6
残 存  2.9 体 部 : ナ デ,lil、:彩 体 部 : ナ デ'底 部 : 姓 成 前 穿1'L
へ ラ ケ ズ リ
体 部 か ら
底 部
:2:4 2 区 .l直lil
!lt細 l- 二l:的器底部'字lしlllla 複 元  7.01iL径 : 6.l 残 存  2.6 体 部 : ナ デ赤 彩 体 部 : ナ デ '底 部 : 始 成 前 容l;iL
へ ラ ケ ズ リ
体 部 か ら
底 部
25 7 区 城.l-
l l l . l
上mll'器
底 部1aML無:
複 元 l 3.4
;l「L様 : la0
多生存 5.9 体 部 : ナラ'
赤 彩
体 部 : ナ デ
底 部 : 機 成 前 穿-孔
へ ラ ケ ズ リ
体 部 か ら
底 部
2 6 4 、10tl1l i
流 出 _l二
- 1l.元 l 0.A
孔 径 : 72
残 存 7 . 7 体 部 : ナ デ
赤 彩
体 部 : ナ デ
底 部 : 姓 成 前 穿-l L
へ ラ ケ ズ リ






ぐる溝が確認され、 構跡底面と溝跡側面で墓擴の掘り方(堀削ライン) の一部を検出した。 第4次調












7.74m ・ 幅 l 5 0 ̃ 3.10mである。陷没坑内の堆積土は、墳頂平坦面上に後世に盛られた整地土層、墳
頂平坦面上に堆積した表土層、 陷没した墓擴埋土、 粘土都天井部(第98図) などで構成される。 古
墳築造時に近い時期の墳頂平坦面上に堆積した表土層からは小型の器種を中心とする土師器の細片が
多く出土した。 この堆積土に伴う遺物は、 赤彩された小型丸底体、 二重口縁壼、 体部に装飾を持つ壷
の体部である。小型丸底鉢片はまとまって出土したが、 完形に復元できない。 出土した土師器の細片
は、 墳頂で行われた葬送機礼に関わる土器群と見られる。 また、 この築造当初の表土は陷没坑内では









灰白色粘土プロ ックが多数認められ、 一部では灰白色粘土が帯状に認められた。 この灰白色粘土は木
棺を被覆した粘土と考えられ、 この時点で棺直上に達しっつあると考え、 いったん掘り下げを中断し
















第98図 埋 葬 部 ( 墓1療 ・粘土椿1' ) 土 層 断 面 図 ( 1 / 8 0 )
K : 陥没坑1椎.積土 ・ 理土
H : 被種粘土
N :粘土床
I ̃ 「 V : 墓壙理土
- 西粘土都粘土床 口墓;曠埋土





●東格 : K 1 1f;̃14用・後世の:ll師i土
K151ã29用・基積埋土の照波
K l :u'出色l: ・地1ll械を少l,1l含む。
K 2 : 'li 色 l.
K 3 : 1il関色l: ・ 地 l、l t1l_ を微',t 含む。
K 4 : 関色 . l : ・地 l l lプロックを少 :,11 含む.
K 5 : 期色 . l :・地ll l械を微'lt含む.
K 6 : 'l l色 . l_
K 7 : . 'n出色 - l;・ 地 l l l プ ロ ッ ク を l l':ll含む.
K 8 : ロ1i出色l:
K 9 : ll111出色l: ・ 地l l lプロックを少l,t含む.
K10 : 国言出色l:
K11:1火l出t出色l: ・ ' l l色l:をまだに含む.
K12: に ぶ い 1l 出 色 l : ・ 地 l l l プ ロ ッ ク 械 を 少:11l合む.
K13:'l l 色 l.・ ,ll 1l1 l:器11'が集中して出 l:したMで あ る.
理 .器時の'll「fl面 ,,
K ]4 : 1,'i11l,tll色上 ・ 地ll、プロ ッ ク を l l ' l 1 1 含む。
K l 5 : a11l l色 、: ・ 地lllプロ ッ ク を 少 'l,、合む。
K16: 晴出色l: ・地l l lプロ ッ ク を 少 l111 含む.
l l.l色 - l:をまだらに含む.
K l 7 : 日11i1l111色l:
K18:0111出 色 l : ・ 地 山 プ ロ ッ ク を l l ' l l1l含む.
K19 : l l1l出色- l :・地lll械を多 :ltに含む。
K20:nl11出色 -l:
K21:出色l:。地lll小プロ ッ ク を 少 ',l、
下 部 に l''1:ll 色の納上プロックを少',t合む。
K22:ni11-出色l: ・地l l lプロックを少1,t合む。
K 2:3 : l1li11lt出色l.・地l l lプロツクを少1l11 含む。
K24 : 出色. l.・地l l lプロ ッ ク を l l リ,l:合む.
K25:B,書出色I:




K29 11lall1出色:i: ・1火色結1l:プロ ッ ク を 中 1lit含む。
K30:E1ll出色:i:
K31: 出色l:・1火色粘l:プロックを多litに含む。
K32: 国言出色 - l:
●西格 : K 3 3 ̃341a ・後世のt 積土
K35̃671a・基:l量埋土の解量
K33: 1M科色 - l: ・地l11プロックを少llt含む。
K3ll: 出色 - l :・ 'll間色 - l- をまだらに含む.
K35: 成科色 - l :・地l11プロックを少;l(含む。
K36 : にぶい出t組色 - l1 ・地lI1プロックを少1lt含む。
K37:a11 1l:11色 、: ・ ' ll色上を中l ,11 含む。
K38: B'1l出色l: ・地ll1プロックを少1li- 含む.
K39: l賠-出色上・地山プロックを l l '1111 含む。
K40: 出t出色上・地ll1プロックを少1;t含む。
K41 :111 色上・ 1il色 . l:を少'it含む。
K42: 日1f 科色上
K43 :11l1色l : ・地 l l lプロックを少 1it含む。
K44 : 'l l関色l: ・地山プロックを少l it合む。
K45: 晴u色 . l: ・11l1色納:、:プ ロ ッ ク を 中ft合む。
K46 : 科色上・地ll lプロックを少最含む。
K 4 7 」1lti1l1色 . l :・地llIプロックを少用:含むc
K48 : ll11llt1色 . l:
K49: 出色上・地lllプロックを少用t含む。
K50 : l游使l色. l_ ・ 地lllプロックを少;1t含む。
K51 : l.l約色 ◆ l:
K52: f,書出色 ◆ l: ・地!1lプロックを少ft合む。
K53: 科色:l:: ・地ll lプロックを少最含む。
K54 : 晴出色:上・地Illプロックを少lit含む。
K55: 略il1:色:l: ・ l?色1ei:l:プロ ックを少最含む。
K516 : 略組色 - l:・地I l lプロックを少最含む。
l火色粘上プロックを中1it含む。




K6 l : 11lt出色l: ・下部にl火色精上プロックを少「11l含む。
K62:田色 t:
K63: l境出色 ・ l: ・1?色1l li l :プ ロ ッ ク を 少1it含む。
K 64 : 相色 -t1 ・灰色納 ・ l:プ ロ ッ ク を 多 1ll11合む。
K65: 科色 -t: ・1;l色?i ・ t:プ ロ ッ ク を 中 fl l:合む。
K66 : にぶい前組色 -t1 ・ l実色納 -f:プロックを多l it含む。
K67: 出色 -f: ・1実色 ill1-t1プ ロ ッ ク を 多 ii t合む。
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【 I 用 :基環埋土 - 地山ブロックを主体とする,】
I l : 地 l l l プ ロ ッ ク を 多 :,t、 l l 色 l.を中l,t 含む,
I 2 : l1l11出色l: 地l l l小プロックを l l lli、合む。
I 3 : lli1l出色 - l :・地ll l l l ' プ ロ ッ ク を l l ' l lt合む。
I 4 : n:l1出色l: ・ 地ll lプロック l l 'を多ll l1に合む。
I 5 : ' . li出色l.・地l l lプロック小を中 :ll含む。
I l; : l1l1 出色l: ・ J也lllプロック小を中 ;lt含む。
I 7 : llli出色l: ・地l l lプロック小を多l ltに含む。
' ll色l:を含む。
1 8 : lllli出色l: ・地l l lプロック中を中1lt合む。
1 9 : ll i11出色;l:
I10:ロl11出色l: ・ 地lllプロック大を多1it含む。
l 色  l:をlll l1に合む。
I l 1 : 01il-出色 - l: ・ 地 l l l プ ロ ッ ク を 中 l t含む。
l.l色 l:を 1ll,,1状に含む。
I l 2 : 出 色 l : ・地l l l小プロックを l l l 1l1l 含む。
I 13 : 出色- l : ・地l l lプロックを多 ft含む。
I 1,、: u話u色l: ・ 地l l l小プロックを ' l'1,t合む。
I 1 5 : u1 l出色l: ・地l l l中プロックを多l lt合む。
【 IIla :番演埋土・得色土を主体とする。】
u l : 出色 . l :・ l、l 色 -l:を少l li、合む.
I1 2 : 関色l:・ 1il.,色 . l 11 と地l11プロックを少ht含む
u 3 : lリ1St間色l:・地l l、中 プ ロ ッ ク を 少 l ll含む。
l1 4 : lリ1 l置出色 . l:・地l11小プロックを中 llt含む。
Il 5 : lリ1 l置出色上
I1 6 : 出色l: ・地l l1プロックを少;」1l含む,
t IIl用  : 基積埋土 ・暗得色土を主体とする。】
m 1 : l1 1出色. I.・地l11プロックを少;it含む。
m 2 : 明Si1ll11色l: ・ 地 l、、プ ロ ッ ク を 少1,t含む
m 3 : l11l色 l :・地l l lプロックを少',t含む。
m 4 : 国言出色 . l :・地ll lプロ ッ ク を 少 llt含む。
m 5 : 0?出色- l :・地l、li1lを少li t含む。
m 6 :B l1l出色 .- l: ・地山械を少 tt合む。
m 7 : にぶいi流出色・地lll1l11を少tl t含む。




●東御被n粘土 : H 1 用̃H 51a
H l : l暗1,l( l11l色粘 . l:
H 2 :i更演t色粘 - l:
H 3 : i品t細色粘;1:
H 4 : 灰成色粘:l:
H 5 : i.ii成色粘:l:
●西總被a整i土 : H 6 ・ 71a
H 6 :11美 Si納:l::明成'出色-l1 プロックを少ft含む。




●東M土床 : N 1 用
N ] :1火l'l色納l:
●西構粘土床 : N 2 ・ 3 用
N 2 : 11l1 1111色納l:
N 3 :1,1l1l'l色納l:
N 4 :l実l:l色結l:
N 5 : 1l1l 1自色1al- f:
【W用 : 基演底面整地土】
I V 1 : 預t出色:l:・地l11小プロックを 'lリlt合む。
IV2:明i置出色:l: ・地llIプロック小を少fit含む。
「 V 3 : iHt料色 -11 ・地l l Iプロック械を多 1itに含む。
「V 4 : -;Mi出色:l: ・ 地、l、小 プ ロ ッ ク ・ 粒 を 中ilt含t!・。
「 V 5 : 組色 .- l _ ・西納 - l:部排水;l究理:l:。
「 V 6 : i置田色 .- l _ ・排水」1li;理:l:
地山プロック小を中1it含む。
iV7 :1l1l色:l:・排水」llt1llil:l:、lV - 2」llllこ近似する。
第99図
東西 f ,l l l 1 lィ' ' 1;l「l i t」,t
( ノ,1: 西十1'l 、 イl: 東M
1 i0 -
第100図
東西本 ll i 、'1111l1l'i「l i1.1:」1 L
l .M断面
第101図
東中,li l : l11 1北西端
1'l「1 i t!j L l .M断面
基りさ電を理葬面まで?l1 り下げた結果、 墓 1llfiの規模と形状が判明した。 11iilSl1l底面は東辺 11.0 m ・ 西辺
10.6m・南北辺6.6mを測り、 やや不整な長方形を 11ii:二 する。 基」llfi確面は基球3f 理i考?面から急角度で立ち上
がり、 断面は逆台形状を _,iする。 基城理考修面はほぼ水平で、 底面レベルは標高55.050̃55.100mを保つ。
東西両相のili;えられていた基i明廣理葬面と墓城ライン検 ,'li面との高低差はL8mである。 東精南側の底面
では排水坑の掘り方が検出される。 西 相ヒ側の墓場度理多準面では白色 1結:上が面的に l改 つ ている状況が確
認されており、 基功廣理1多事面上で価床を設置もしくは補を被覆する作業が行われた様子がうかがわれる。
基擴内理十:は、大きく4分類できる。 I層は黄'褐色 _十.を .: i - 体として、地l」Iブロ ックを含む。 II Ji商は
黄褐色 一l _ を ii体とし地ll lブロ ッ ク ・ 粒 を 含 む 。  この1l商は基城北東側に徐々に厚く理め込まれる。 m Ji商
は褐色土を主体とし地lI lブロック粒を多 ・覇:に含む。 對t横状況は墓;9l1lf内に均- - の厚さである。 含まれる
地山ブロ ック粒が非常に均一に含まれて、 意図的に作られた土であると考えられる。 この m 層上面で
は、西棺南側で長軸10cm程度の河原石が円形に配置された造構を検出した(第lo2 図 ) 。石は一部、













ほとんどが縦位の棒状浮文であるが、 4は横位にも浮文がっいており特徴的である。 図 1 、  4が口縁
部で、図2、 3 、  5̃8が体部と考えられる。9は小型丸底鉢で、口縁部が大きく、体部が小さい特
色がある。 このK13層は陥没坑の最上層であり、 棺埋葬直後の墳丘面を構成した土と考えられるこ
とから、 これらの土器は、 埋葬終了時に墳頂で行われた共飲共食の儀礼に使われた可能性がある。 ま
た、 接合するものがほとんどないことから故意に破砕され、 墳頂にまかれた可能性がある。 古墳の理
葬終了の時間を示す資料である。
lii




◆◆◆ 6 ●7 ◆8
陥没坑出土土師器観察表






位 l,'i 期話要器' l - I m i t  底cm径 器 高cm
残イf 2.,l
調 常 f  ( 外 面 ) 調 解 f  ( 内 面 ) タ更 イf
1 2 lズ;」ll ll'l
理 .i修部
K l 31,l4






縦位の体状li文 ・ 刻 み l l
外 面 : ,11l彩
ナ デ
縦 位 と 相 l f,': の 体 状 i 1ll-
文 ・ 刻 み l l 、 1ll1 彩
ナ デ lI系表部
タ更イ1r1 3.42 l :師器
・:'通
ナ デ 体 部
ナ ー一「 体 部3 2 lメ1'ff l!1
理 1;い 部
K l 3 M
l : 師 器
.i
1l l iし イf 4.5 ナ デ






K l 3 M




小 型 丸 底 外
I :師器
・:if
複 元  9.7 タ更イf ().5
lili1「f 3.o
l l 条 ま 部 ・ 体 部 : ナ デ
縦 位 と 相1llf、', の i本 状 i f





体 部 ?ナ デ
縦 位 と 械 l f・1, の 体 状 i f-
文 - 刻 み l l 、 赤1l








残イf 2.,、 縦 位 の 体 状 1 f 文
赤 彩


















縦 位 の1l1ll1状「1l 文 ・ 刻
み l l
,Jl、彩
2 l x:i直 j「i
Jll l4修部
K l 3 M
. l :師器
‘1f







第105図1、 2は盡と考えられる。内外面j t:にナデ調整であり、外面は赤彩される。 図3は基9のロ
録部から口縁部である。 内面と外面の口i轉部はナデ調整である。 図 4 は1i森iの底部である。 図5は盡の















タ更イf 6.5 ナ デ
,il 、;彩
ナテ' 要「i 部




タ1iイ'f 2.7 ナ テ '
1ll、彩
ナ デ 体 部
3 2 l'l1'ft j「l
J fl' 和'l l :
l l1lti器
発
複 元 l7 .0 l1liイ1r 5.0 I l i ' l1部 : ヨ コ ナ デ
lI系ま部 : 、ケ
体 部 : ハ ケ
l1与 1l部 : ヨ コ ナ デ
ll系ま部 : ヨ コ ハ ケ
体 部 : ナ デ
I lltli部 か ら
体 部
'1 9 I'l_ 用il攀:
jft和't - f :
I :師器
i : i i?
1ii元 1 0 . 0 タ選イ1r 2.8 体 部 : ナ デ 体 部 : ナ デ 体 部 か ら
1;1l1部
5 6 I.X11n .l l ;
流 出 - l _
l :師器
'・f
3.0 タ更1「f 2.7 体 部 : ミ ガ キ 体 部 : ナ デ 体 部 か ら'1t部
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li 理 1・い 部の調 f l1l
1 'j'i1lli l .例1の調 f i
東 、1i l l l _ 部内のJ性手l'il 1 を ・l・真 ,f;に iln1 l) l、げ た と こ f) 、特l1内の最l -_ 1l,1は木1'1iの1商 4'J に と も な ) て i1, l i l . ii1l1の
大 J l:部が1JI J 1客し 、 そのl -. 1ll,iの ?1i:ilit理 、.が 1lil i l _ i部内に 、1客ち込んだものであることが判lリ1した 最 1 _ 11',を
1・真 ,f i; にj11l1 り 1、 げ て ぃ っ た と こ プ) 、 1l色 ii li l ; ブ ロ ッ ク が 多 : , 1 に検出され、 11'11 ・1'容した i1, li l .持11の ji j l:部と l1リ
断し 、 l ' l色 iil i I -1の ブ ロ ッ クの集中した部分を'、: 面的に検出、 東 4i l i l .持 l の )、1_ )1:部が1 .ll J 11i・ している様相を
確認した ( 第 lo(i 図 ) . 図 と 'j:真に ノ」、すように、 l -.部の械「;量 ii li l _ は木 i;1'iの1島: 4''J に よ り ノt1-に 11:11 i客してい
た. i、l '内に 11'1i客した ?,1il:1,、,iは i、l 1 中央付jiで 3 ̃ ;-) cmと.11l 常に薄く 、 特にほぼ中央部分ではは 1l1 li l .が
確認できなぃ場合があった . l 11J _ lヒ端 l -.部では面的に1'」iい被被 1lil i l 1 の 1J'1」 t客状 、11iを検出している こ の よ
う な 状 況 か ら 、 1' l'11 l ・_ 部の画端は1' . く、中央部分は薄く 1l1, 1 i l で 複 わ れ て い た こ と が l:lJ明した また、手1' i
中央部付近では?i li l _で,lliわ れ て い な か _)た 部 分 も あ っ た こ と がi能定される
;J'11 、1客したl ' l色1il i I ;を除j、- し、 i1ll i l ;持'l1のタ更イ」':部分と、 11, l i l -. i部内にタ更された相の'1Mf11 を確認した ( 第 l l l
図 、 第 l 1 )図 ) .
f liは ノiitに腐4'J してお り 、
残イf:部分はなかった . 本',li l _ i部
にタiされた1lfu: iから、 i11は外
面でノi- 長 7.90m ・ 最大 l1 l ,l 1 .30




15̃20cm f 'l:度高く、 ili身1」il1面
は緩やかに孤を描き、 f1,端部
に向つて緩やかに湾曲する J i」-
1」il1形である . ii ,内にイl:切板の
ifli跡は認められなぃ . f1:i端部
はほぼ l「i - 直に 、1/_ ち l -_ が る も の
の、 小Il板等のif li跡は検出さ
れなかった _ 相身北端の小lI
の外側に .、 - 円 -形の実起が ,1f 在
する.
実起は f l i身小Ilから 、l l '1状
に 実 き 出 て お り 長 さ 2・ 1cm、
幅30cmを測る 、, 実起 ・1u1.i 最1ll 内
には 第tfL等のifli跡は認められ 第106図 東西 :l1,li l .t事l, 大 J l: 部;前 、1客状況
1 i,
0 3m
第107図 東西粘上iil 被覆粘 . l jti將状況平面図 (1/5o )
1i5 -
ない。 iiiiは本i l it相那 l:部が1.l1li客しているためイ、明な点が多いが、画側の被被?ii-l _の形状から1会,i上面は緩
やかな孤を描くと考えられる。 以. l -_ の こ と か ら 本l11 は割竹形木1li1lで、 補身北端部に突起をも っ形態が
想定される。 側面の被 i'要 1lili上に残される fn側面に接していた面はおおむねゆるやかに湾曲してl:方に
延びるが、 その先端の破断面 ( ・fi1が1f基的してl1li「i設をおこし切断された部分) はやや内向きに傾く部分が認
められ、 相の断面は本来正円 -形ではないことを示している c. この破断面や精両端で納土 ,tl1l に残された
抽小l l面の形状から推して、 相新面は上部がァ ーチ形を 'i1l.する長補円形状と思われる。 粘土部内面の
補と接する面を精査したが、 補身と ・fi'l1器i との境を明確に区別できる痕跡は検出していなぃ。
粘 一、一:指ll は使用 1lil i - l:の違い、 構築手順により、 抽底面を文える粘土床、 棺側面を投う側面被1班?il1 l:、
相ii11を 被 う 天 ll l: 粘 - lの三つの部分から構成される 。?lli土床は抽の下面に接し、 両側面被覆粘上に囲ま
れた中央付近が相下面の湾曲に i11i・って緩やかにくぼむ。 断ち割り調査によって確認された粘士床の長
さ9.48m、 . l .幅1.88m、下幅1.32m、1!i1 さ40̃52cmである。底面で高低差は認められなぃ。l' l色の
や や 1n更い砂混じり粘 1 l -_が用いられる。 粘t床は墓?廣底面を1tllla りくぼめた据え方内に?il .-l -1 をしぃて -形成
されるが、 その際に南東の端部には粘tを売域せずに空間を残し、 河原石を充項する。 これは排水を
考?通1した方?設であろうと考えられた。 -ftiilliされる河原石は、底面近くで径5~ 8cmの小石、 . l-1.部で
径10̃15cm程の石である。
柑側面の被覆粘:上は良く残存していた。 北端最上部で標高55.150m、 南端最上部で55.250m、 基与院
底面で55.000̃54.950mである。 側面の被覆粘上はおおむね暗灰色を呈し粘性が強い。 粘上床と側面





















第109図 東西 1i1 l I .持l1と 1 ' 1ll,11i 南東側l;111 ( 1ii;通所面確認状況)
第110図 東西本,ii 1:i那1,11li1:l,状況
1 i7 -
第111図 東西 ◆lili l:部平面図 (1/50)
1i8 -
0 3m 、






第113図 東 1lil i 1: ・部.lヒ西端 i高 :11ii起:li,きi1:




第115図 東粘l:特l1排水施設断面図 ( l /20)
2・ 西 ii li l :倍l1の調 1lli11
西1ili l :部内にも f i'iの1商本'j に よ り 11城理 l:が l1l「l 没した I:がJ能il'i していた ( ) JM'itを ・l'真 ,f i に除j、- したと
こ ろ 、  本:lli l:部大J l'部がt'容l、 して 1'1'11 れた状態のl' l色本:lli l :を検出した。 l ' l色本ili l :の状態から、 本i lil:持l l ji J l;
部は?i全に 11lii,客した i,1l1 J'-が う か が わ れ る ,, il',内に11i11各 した)、i J l - 部の 1lilil:1l、1 は中央付 ji- で 厚 さ 3 ̃ 5 c m
を測る 全体に 1lili l :Mはii1 く、場所によっては純枠な本il i l: 1ll,1で は な く 、 ブロ ッ ク 状 の;lil i l _ と .基城-内理
l:が多 : l .に 混 ざ り 合 う 1ll、,1 を形成する . il'iの南 _lヒ端では1;.1l い 被 i'!量本ili l :が11ilt客し、 面的に広がる状況が認
め ら れ る こ と か ら 、  il'は南,lヒ画端部は比 'll交的1',-l く 1lili l :で1'f?われており、 中央部付 i11iではわずかに llili l :
でit要われている程度であったと思われる . ) i1'll l l ' 央部分では、 部分的に手高の外面が 1ll i:出していた可能性
も考えられる (第107図) )
f、高f?f?;内に1客l、 した ;l1:,li - l:持l1 ,1、i J l - 部起源のl ' l色本il i l _ を除.1l - し、 1l iitと し て 1l 1li された f、1'lおよび llil i l 1 特lを
精・11il1 した (第111、1 l2 l '又 l ) 、)
相期面の被被:lil i - l:の残存状況は良い ( .  被 イ'lli 本i li l:レベルは.lヒ端最 l -_端部55. l50m、 南端最 I:部55.250
m1'境1'1 1」i1l面54.5 5 0 m で あ る .. 被
it?:lil l - l - はil'iの側面に1l、着してぃた
よ う で 、 f高と接する面には、木ii'i
の木11;Lのilt跡が確認される。 林本
体は完全に1島: f'J し、 本i l i t格'l1の内側
にそのfi跡を残すだけの状態であ
る。 側面の被 i'i變本i l i l:内側にタ更され
た木tl',の側面の形状は円孤の - 部
を -形成しており、1!1l;面 ( 事1 li l :14、l ・.
面 ) とあわせて、木 f i'i l、- 、l ' 部の外
形がゆるやかな円孤状を ' l'してい
る様 - f・が観 l''」,1lできる c 側面の被 flf
本i l i . l:は断面 角形状を 'l - し、 l -_ 方
に 、1,1 ち l -_ が る が、 l fl「li:111に よ っ て 破
断された . l -_端部はわずかに ,ln'曲し
て内側をむぃているため、 相の ,)、1.
J l - 部は側面からはややJll'出し、 そ
の後ゆるやかにカ ー ブ す る も の と
見られる 。 こ の よ う な 状 況 か ら 、
相の横断面はi,u -平な補円形状と推




第116図 西 1lili l :部完・fll l状況
l.00m で あ る . 本:, l i l:1,i、の I -. 面は il'i中央
5,1.750m 、 ,lヒ端部5,l.900m、 南端部511i.0
00mで、 比 ,ll交的 、l J l lだが、 南,lヒ画端にむ
け て わ ず か に 高 く な っ て い く 様 J1 - が観索




lr の画側辺には、 中 央 よ り やや南に偏 つ
た f、1, ilfiに nlli・ 方形の実起がイf 在している c
形状、 機能等にっいては判然としない。





1l1l1平な河原イ l を 'f.l文き、 l _ に1.'-」 さ40cmほ
どにわたって径12~16cmのイ 1 が充 1l、1i さ
れる。さらに本ili - l -_i1l、を数設後により小さ
い径4 ~ 5cmの 1fiが J - '年に数き 1高めら
第117図 西本i li l : i那側面械illi:lili l :
れ、 最後に - l:によりイー l の l1球間が目留めさ
れる。
西 、本il i 、:相'l,, も東?i li _l:相ll1と同様に 1lili 、:床、 側面の被覆納 .-l'.
第118図 西 :lili l :信那排水施設
天J l - の被被本:ll i上は本ili - l:を使い分け、手順を














西粘土都から出土した造物は鉄身を伴わない矢柄 (口卷部分) 1l点とガラス小玉53点、 管玉1点、
朱 5 点、 漆塗り布製品 (較) 1固体分である。 矢柄は棺中央部から崩落した天井部被覆粘土の中から
出土した。 他はいずれも粘土床上に薄く乗つている黒色土 (柑の旗跡) の上面で発見されたo
ガラス小玉53点、 管玉1点は原位置を保つて発見された。出土位置は棺中央よりゎずかに南側で、
東寄りである。 ガラ ス小玉は面を揃えて密接しており、 糸状のもので綴られていた様子が観察されるo
管玉と併せて一連の飾りを構成しており、 出土位置から見て被葬者の手首近くに装着されていた腕飾
り ( 手 玉 ) と 見 ら れ る。
漆製品 (較) は中央より やや北側から出土した。遺体が棺の中央に、 北頭位で埋葬されていたとす
る と、 漆製品 (較) は頭の上方に埋納されたと想定される。 この漆製品は発見された段階では、 その
種類を特定することができず、 取り上げ後に詳細検討を行つた。 これまで国内で出土している較の実











いるようではあるが、 一枚であったのか、 あるいはそれ以上であったのかどうかは、 板が残存してお
らず不明である。 漆膜表面に朱が見られることから、 文様の凹部分に朱を塗つていた、 あるいは乗せ
ていたと思われる。
- l23 -












【手:li立 面 図 ( 上 ) , 平 面 図 ( 下 )  S= l/1】
第123図 手玉出土状況図 第125図 西粘土都副葬品出土位置図
( 描 = l/50 通物=l/4)
- l25
漆膜の文様は少なく と も 5段の文様帯を構成している。
一段目 一 櫛歯文 上下2̃3mmあけて、 l.6cmの幅に文様を施している。 一単位あたりの幅は2.5
mmで1.0mm間隔で文様が刻まれている。
二段日 一 沈線 樹歯文側に2.0mmの幅をあけて、 約 6.0mmの沈線がある。






五段目 一 櫛歯文 文様帯と言えるほど残存していなぃが、 部分的に御歯文を思わせる箇所力;残る。
文様構成は、 鋸歯文と御歯文の組み合わせなどから、 滋賀県雪野山古墳出土の 〔菱形文様を持つ漆
塗り木製品〕 と酷似している(都出編 l996)。相違点は、 菱形文様がないこと、 御歯文の文様一単位
あたりの大きさが雪野山古墳例より大きいことがあげられる。文様だけでいうと、 奈良県御所市の鴨
都波1号'費墓擴外出土較(藤田、木許他200l)・福岡県琵琶限古墳棺内出土較(鏡山 l959)・福井県鼓山
古墳出土較(鼓山古1噴発掘調査団 1965) ・石川県国分尼塚古墳出土較(和田 1984)などと似ている。
布は6枚が重なっている。 いずれも綾織りであると考えている。布の重なり方は、黒漆の塗布して
いる面をオモテと考えているので、 表面から観察した状況は、 l枚日がオモテ、 順 に ウ ラ → オモテ→
ウラ→オモテ→ウラとなっている。破片を観察すると 、 経糸は中空で撚りは見られず、 植物性の繊維
のようだが植物までは特定できていない。緯糸は、太さ約05mm、 一日が3.0mmで、 右撚り ( S 姚 り )
である。 緯糸が密に織り込まれているので、 経糸は表面では観察できない。
一枚日 一 オモテ 継幅約2.0cm、 横幅約3.0cmの範囲で残存する。 黒漆が厚く塗られているために、
日が潰れている。 布に二条一対の細い紐が、 約 1.0cmの間隔を開けて二組取り
付く。紐の太さは1.0mmで、 中空である。植物の要に0.1mmの細い糸を螺旋状に
巻いていると思われる。 1.0cm ごとに綴じ糸の痕跡が見られる。 この細い紐は、
「横帯」 と考える。
二枚日 一 ウ ラ
三枚日 一 オモテ
四枚日 一 ウ ラ
五枚目一オモテ














l l  (1 /2)
第128図 ‘種又漆膜表面(左) .要i面 ( イ.,- ) ( 1/2)
128
0 10cm= - (1/2)






















































r l 1 (1/2)
第131図 較 、 布 5 枚 目 オ モ テ ( 左 )  6 枚 日 ウ ラ ( 右 ) ( l /2)
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以上のことから想定すると、 1 ・ 2 枚 日 と 3 ̃ 4 枚 日 の
布は布目の方向から別の作りである。 また、 3 ・ 6 枚 目 の
布には上下に端部が見られることから、 4 ・ 5枚日の布力;矢







矢柄は一点を除き 、 被覆粘土中から出土する。 範囲は西
棺中央部より北(矢筒出土付近)に集中しており、 棺床粘
土直上から約30cm程のレぺルに点在する。 矢筒の中に収






出 土 追 物
西粘土都から出土いた遺物は較1、 ガラス小玉53点、 管玉1点、先端を欠いた銭、不明鉄製品若
干である。 このうち、 較は単体としてとりあげることができず、 出土状況で説明した以上の観察はで
きなかった。 以下玉類と銭にっいて記述する。
管玉 1点(第133図50)
1. 全長16.5mm、 幅4.0̃4.1mm、 色調は片側が黄褐色でもう 一方が明緑灰色
ガラス小玉
散在していたガラス小玉 ( 4 点 )  (第133図5l̃53)
l . 直径3.6mm、 幅3.0mm前後、 孔 l.5mm、色調…グリーンがかったプルー
表面が風化しているために断面がもろく、 2分割された遺物の接合が困難である。 割れて
おり実測図作成できない。





3. 直径4.0mm、 幅25̃2.9mm、孔1.3mm、 色調…ス 力イプルー
一部に亀裂が入り、 その為か、 その部分(全体の約l/5 ほ ど )  が緑色に変色している。 も
ともとは周囲の色調と同様であったと考えられる。 孔はほぼ円形である。 細かい気泡が内
部に多く含まれており、 色がにごって見える。 側面観は中ふくらみである。




一連のガラス小玉 (49点) ( 第 l 3 3 図 l ̃ 4 9  3、32欠番)
1 . 直径43mm、幅2.1̃2.6mm、 孔15mm、色調…スカイプルー
側面観は中ふくらみで、 断面に加工面がある。 上下とも平行ではないので、 側面の幅が異
なっている。 内部に気泡が含まれている。






さは均等であった。 側面観は中ふくらみで、 最大5.0mmの直径を持つている。 割れており
実測図作成できない。
4 . 直径4.1mm、 幅3.0mm前後、孔15̃20mm、色調…スカイプルー
切断面が平らでないために側面観はいびっである。 孔も楕円形を呈している。 内部に気泡
を含んでいる。







7 . 直径4.4mm、幅3.0̃3.6mm、孔12mm、 色調一 スカイプルー




8. 直径4.0mm、 幅3.0̃32mm、 孔1.4mm、色調…ス カイプルー
内部に気泡が見られる。 断面は丸みがあるが、 加工面を有している。 孔はほぼ円形である。
9. 直径4.1mm、 幅3.0̃35mm、孔l2̃1.6mm、 色調…スカイプルー
断面および側面に加工面が見られる。 内部には気泡がみられる。 幅が狭い方の側面に小さ
な穴が見られる。
l 0. 直径4.1~・5.0mm、 幅2.7̃4.0mm、孔2.1mm、 色調…スカイプルー
表面が滑らかであるが、 全体的にいびっな形をしている。 内部に気泡の演跡が見られる。
11. 直径38mm、 幅25̃3.5mm、孔1.:2mm、 色調…ス 力イプルー
内部に気泡が含まれている。 断面形はいびっな円形であり、 全体的にみて三角形に近い形
をしている。孔の形も三角形を呈している。側面には中央部付近に直径1.0mmほどの穴が
あるが、 内部の孔までには達していない。 側面観はすこし丸みを帯びている。 断面の加工
面が上下平行でないために、 側面の幅が異なっている。
l 2. 直径3.9mm、 幅 3.0̃3.9mm、孔1.9mm、色調…ス カイプルー
内部に気泡を数個含んでいる。 断面、 孔ともにほぼ円形である。 側面はほぼ直線的である。
断面の加工が上下とも平行でなぃために側面の幅が異なっている。
13. 直径4.lmm、幅25̃3.lmm、孔1.9mm、 色調…ス 力イプルー
断面から側面にかけて一部欠けているが、 孔の部分までは達していない。 内部に細かな気
泡を含んでいる。 側面は滑らかであるが、 断面は切断したような形状を持つている。 断面
の孔部分は角張つている。 断面が上下平行ではないために側面の幅が異なっている。










l 6. 直径3.2mm、 幅32̃35mm、孔l.8mm、 色調…薄いプルー(多少くすんでいる)
側面がほかに比べると縦に長い長方形のような形状をしている。孔が断面の約2 / 3程度








l 8. 直径4.0mm、 幅3.0̃32mm、孔18mm、色調…スカイプルー
断面はやや四角形。 孔はやや楕円形を呈す。 側面に二つの円形の窪みがある。 これらはみ
がいたあとにできたものと考えられる。 内部に気泡を含む。 径が0.7mm の気泡がひとっで、
残りはこれよりも小さな気泡である。




断面の上部と下部ともに 「すじ」 がっながっている。穴の内部からも 「すじ」 が確認でき
る。「ひび」 もしくは 「つなぎめ」 か?
20. 直径33mm、 幅3.0mm、孔2.0mm、色調…スカイプルー
断面および孔はほぼ円形を呈す。 内部に気泡を含む。 側面観は、 角は丸みをおびているも
のの他は直線的である。
21. 直径4.4mm、 幅3.1̃38mm、孔1.8mm、 色調一うすぃスカイプルー




22. 直径3.6̃48mm、 幅2.1̃2.4mm、孔 :20mm、 色調一スカイプルー
断面はやや六角形を呈している。 孔は円形である。 断面に一部直線的なところや少しでて
いるところがみられるため、 六角形を呈しているが、 表面がなめらかなため、 いびっな円
形にも見える。 側面観は中ふくらみである。 側面もなめらかである。 断面が平行ではない
ため、 側面の左右の幅が異なっている。
23. 直径3.8mm、 幅 3.0mm弱、孔l2mm、 色調…スカイプルー
断面はいびっな円形を呈している。 側面側角は丸みをおびているが、 孔の角は直線的であ
る。 側面に大きな建みがある。 表面はざらざらしている。 内部に気泡を含んでいるo















色や表面のなめらかさ、 形等、 17番に類似している。 断面から側面にかけての角は丸く
施されている (角がない)。 内部に気泡を含んでいる。 断面が平行でないために側面の左右
の幅が異なっている。




28. 直径35mm程度、孔15mm く ら い。
大きく三つに、 縦に分断されている。 いずれも大きさは均等である。 前後の小玉の中間色
をしている。側面観はまっすぐではなく 、 やや中ふくらみである。
29. 直径23mm、 幅 2.8̃33mm、孔l 5mm、色調一青に近いスカイプルー
断面はやや三角形を呈している。 孔はほぼ円形。 断面から側面にかけて丸みをおびている





なめらか。 側面は丸みをおびている。 内部に気泡を含んでいる。 このため色が少しにごっ
てみえる。 断面が平行でないために側面の左右の幅が異なっている。







断面および孔はほぼ円形を呈している。 内部に気泡を含むため、 色がすこ しにごって見え








側面に小さな 「すじ」 がみられる。 内部に気泡を含んでいる。 断面が平行でないために側
面の左右の幅が異なっている。
35. 直径43mm、幅1.8̃2.4mm、孔l.7 ̃ 2.1mm、色調…スカイプルー
断面はほぼ円形である。 孔は精円を呈している。 断面から側面にかけての角は丸みをおび
ている。 側面に二箇所小さな窪みが見られる。 内部に気泡を含んでいる。 断面が平行でな
いために側面の左右の幅が異なっている。
36. 直径4.0mm、 幅3.0̃38mm、孔l.6mm、色調…ス カイプルー
断面はいびつな円形。 孔はイチョウ形を呈している。 断面の表面は一部欠けている。 また、
断面と孔の角は角張つており、 両断面とも変色している。 側面観は少し丸みをおびている
ものの、 全体的には直線を呈している。 内部に気泡を含んでいる。 そのため側面にも気泡






38. 直径45mm、 幅28̃32mm、孔1.7mm、色調…ス カイプルー




断面はいびっな円形、 孔はほぼ円形を呈している。 側面観はやや丸みをおびている。 断面
から側面にかけての角で、 一部凹みがみられる。 また、 側面に一箇所、径1.0mmの窪みが
みられるが、 内部の孔までは達していない。 表面はなめらかである。 断面が上下並行でな
いために側面の左右の幅が異なっている。 内部に気泡を含んでいる。
40. 直径38mm、幅3.1̃35mm、 孔 15mm、 色調…スカイプルー
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断面、 孔、 ともにほぼ円形を呈している。 表面はなめらかである。 側面観はやや丸みをおび
ており、 内部に気泡を含んでいる。 断面が上下平行でないために側面の幅が異なっている。
41. 直径35 (短) ̃4.5 (長) mm、幅1.8̃2.lmm、孔1.0 ( 短 ) ̃ l . 9 (長) mm、 色調…青に近い
スカイプルー
断面は楕円形、 孔は米粒のような形をしている。表面はなめらかで、側面観は中ふくらみ
である。 断面から側面にかけての角は丸みをおびている。 内部に気泡を含んでいる。 断面
が上下平行でないために側面の幅が異なっている。
42. 直径4.0mm、 幅25̃3.7mm、孔2.lmm、 色調…スカイプルー





断面はいびつな円形、 孔はほぼ円形を呈している。 表面は断面、 側面ともに窪みがあるた
めざらっいている。 断面にある窪みは孔付近にあるが、 側面の窪みは内部の孔まで達して
いない。 断面から側面にかけての角は丸みをおびており、 側面観も丸みをおびている。 内
部に気泡を含んでいる。 断面が上下平行でないために側面幅が異なっている。
44. 直径 42mm、 幅2.9̃3.3mm、孔2.0mm、 色調…スカイプルー
断面はゆがんだ円形。 孔はほぼ円形を呈している。 側面観はやや丸みをおびている。 側面
に径0.5mm 程の窪みがあり、 断面にも径03mmの建みがある。 内部に気泡を含んでいる。
断面が上下平行でないために側面幅が異なっている。
45. 直径 35 (短) ̃42 (長) mm、 幅22̃4 :2mn、孔2.0mm、 色調…ス カイプルー
断面および孔は円形に近い精円形を呈している。 表面は小さな窪みが数個みられ、 そのた
めかざらっいている。 内部に気泡を含んでいる。 側面観は丸みをおびている。 断面が上下
平行でないために側面幅が異なっている。







断面はいびっな円形、 孔はやや精円形を呈している。 側面は丸みを帯びており、 一箇所、
径 0.3mmほどの窪みを持つている。 内部に気泡を含んでいる。 断面が上下平行でないため
に側面幅が異なっている。
- l38 -


































l ̃ 5 0  西粘 -l:部手]i
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鉄鑑口巻き部分 (第135、 136図)
1 . 西粘土部較直上出土。遭存長3.9cm、 上部8.1x7.5mmの不整形な長方形、 下部0.93x1.17cmの
円形を呈している。 中央部の断面形は円形である。 下部断面中心部に、 4.1x43mmの円形をし
た鉄分がみられる。 上部には7.0mmの長さで茎が残り、 折り取られた痕跡を残している。
2 . 取り上げ時の土台中の遭物。遺存長32cm、 上部7.7x5.6mmの長方形、 下部8.8x9.lmmの円形
を呈しているc 中央部の断面形は円形である。 上部断面内部の基部分の形状は、 4.5x2.5mmの
長方形である。 下部断面形の中心部は、 直径7.6mmの円形である。 表面に樹皮を巻いた後、 黒
漆を塗布している。樹皮は、 上から右巻き、 1 2 ̃ 23mmの間隔でずらしながら巻いている。
3 . 西粘土都被覆粘土上面出土。造存長4.92cm、 上部93x1.8mmの不整形な長方形、 下部9.5x9.0
mmの円形を呈している。 中央部の断面形は円形である。 下部断面内部に2.0 x2.0mmの円形の
穴が開いている。 上部に7.5mmの長さで茎が残り、 意図的に折り取られた痕跡がある。 表面に
樹皮を巻き、 黒漆を塗布している。 樹皮は右巻きに0.7̃25mmの間隔でずらしながら巻いてい
るo
4 . 西粘土都被覆粘土上面出土。過存長3.62cm、 上部4.5x5.4mmの長方形、 下部8.4x7.6mmの円形
を呈している。 中央部の断面形は円形である。 上部断面内部の茎の形状は、 43 x4.7mmの長方
形である。 下部断面中心部には、 4.0 x45mmの円形の穴が開いている。 表面に樹皮を巻いたあ
とに黑漆を塗布している。 樹皮は、 上から右巻きに15̃2.9mmづつずらしながら巻かれている。
5 . 西粘土部被覆粘土上面出土。 遺存長335cm、 上部5.6x8.85mmの長方形、 下部9.0 x9.2mmの円
形を呈している。 中央部の断面形は円形である。 下部断面中心部近くに、 3.0 x3.2mmの四角形
を呈している茎がみられる。 表面には樹皮を巻いたあとで黒漆が塗布されていたようだが、 漆
はほとんどが剥がれ落ちている。 樹皮は、 上から下に向かって、 l 5 ̃ 2.7mmずらしながら右巻
きで巻かれている。





7. 西粘土都被覆粘土上面出土。遺存長3.81cm、 上部33x5.6mmの長方形、 下部8.6x9.0mmの円形
を呈している。 中央部の断面形は円形である。 上部断面には長方形の穴が、 下部断面には円形
の穴が開いているようだが、 範囲は不明。上から6.8mm付近は、 鉄分と木質の部分が不自然に
折れ曲がり、 銭を折つた際の痕跡かと思われる。 表面に樹皮を巻き 、 黒漆を塗布している。樹
皮は、 上から下に向かって右巻きで、 0.9̃2.7mm ずらしながら卷かれている。
8. 西粘土都の崩落した被覆粘土中出土。 遺存長3.45cm、 上部52x68mmの不整形な長方形、 下部
92x 9.2mmの円形を呈している。 中央部の断面形は円形である。 下部断面には、 中心部に5.0
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x5.0mmの、 正方形の茎の旗跡が見られる。 表面に樹皮を卷き、 黒漆を塗布している。 樹皮は、
上から下に向かって右卷きに、 15̃2.5mmずらしながら巻いている。
9 . 西粘土都の崩落した被覆粘土中出土。 過存長3.0cm、 上部 45x 65mmの長方形、 下部9.0 x 9.5mm
の円形を呈している。 中央部の断面形は円形である。 下部断面の中央部分に、 35x4.0mmの円
形の茎が残つ ている。 上部断面は鉄分に理まっていて詳細は不明であるが、 おそらく長方形の
穴が開いていると思われる。 表面に樹皮を卷き、 黒漆を塗布している。 樹皮は、 上から下に右
巻きで巻かれ、 l.7̃25mmずらしながら巻いている。
10. 西粘土都の崩落した被覆粘土中出土。遺存長3.能m、 上部6.4 x 9.0mmの不整形な長方形、 下部




11. 西粘土都の崩落した被覆粘土中出土。造存長322cm、 上部45x73mmの長方形、 下部8.5 X 9.0
mmの円形を呈している。 中央部の断面形は円形である。 上部断面には3.6 x 6.0mmの長方形の
茎が残つている。 下部断面中心部には2.4 x 28mmの四角形の茎が残存している。 表面に樹皮を
巻き、 少なくとも2回以上黒漆を塗布している。樹皮は上から下に向かって右卷きに巻かれて
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第 3 節  基;9廣の掘削、 東西本ili土部の構築、 理め1リi- しの手順
j1l 1 .l減- の効llり ト'げ、 東西両粘 l:特l の調イl11、 最終的な断面断ち割りによる illli是調査を通じて、 大塚森 l i l
」i'11における基城?l i'jl」から理t?、 理め1J,. - しにいたる - 連のj?程を -知ることができた ) まず、 lllli 是調,ll i l1に
より確認された 1l1,1の l:-「'一関係を確認し、 東西両本il i - l持l,,の構築手順を検l1,j したぃ。
1 . 墓擴内の土層の上下関係
第137図に -iii海i北よりに設定した - l:1l、,1断面の模式図を,J、した。 基1減内の最 I、1?である西 1lili l 相l 1:南端
I、1l、,1に事1llり込まれた排水施設及び東本i li 、:持l1床の l、1l?にあたる排水施設は図 l _ に表現されていなぃが、
その他の基本的な1l、1序は図示されてぃ る。 以 l、第137図に基づいて最下1f4から順番に説明したぃ (_
1) 西本il i - l:部粘 --l:床
第137図の基多Bf内の最ト- 1i、,11である。 基城- を効l前lJし、 排水施設を設置直後にi1l 水方lli設と集i減- 以a,り方底
面 . l:に長補円形に砂混じりの白色 1lilil:をJ,l11:いたもの。
2 ) 西 1lili - l:在那側面被被 1lili l :
11i )の . l:に直接来せられ、 相則面を被被する本il it。 意識的に本i li上床とは速う 1lill性の高い暗1火 色事ll i l:が
用いられる。②の内側には相iの木11儿のif1!跡が確認されたり、相の湾曲が残される。おそらく、 この段
階で木製年高が納 一 l 11不、l.にi1‘llえられ、 側面から本i li . l:をi1,に押しっけ、 -粘上床との空間を理めるような形
で構築された。 粘性の高い粘土が用いられた理ll lもここにあると考えられる。
13 ) 集城底面理土 ( l:M 1ii1記の rV1lM )
西?i li l :部側面被覆粘 . l:の上面の高さまで理め1,1:: さ れ る - l:層。 ③は地ll1の細かぃブロ ックを含んだ暗
fti色シルト層で、 上の質は某境'i理上の II 、 m JIH と大きくは速わなぃ。 ただ、 ③の l:面には被被粘上と
して用いられる白色粘上ブロ ックが分イl J しており、 本il i l:相事l,,の)、并部被被納土が構築される際に( 3、の l -_
面で作業されたことは間速いなぃ。 また、 相身は(3)が理めij1:される段階ではすでに i1l, -えられており、
-1
一 西納1:簡';F,i l .1表
基i量a西納l:l1 1;側面被没納l:一 西納1:t那'1. 1、:部被投納l:一 西結l:部側面械 11l1l納l:制i築後に
基?f内に理め1,、されるl:M、 東西両キllil:l那の外では






























した。 ここでは所見に従つて⑤の上層としたが、 限られた範囲の観察所見であるため、 確定は難しぃo
⑦ 墓城埋土(土層識記Ĩ m 層)
埋葬終了後墓擴を埋め戻した土で、 3層に大別される。 I層は墓城の中央付近から南側にかけて分
布し、 南になるにっれて層厚を增し、 墓擴南側に開口する墓道にものびる。 地山の黄色土が主体をな
し、 旧表土の黒色土が混じるシルト層である。墳丘を構成する土とよく似ており、 意識的に墓城ない
し墓道の存在を見えなくする意図があったのかもしれない。 II、 m 層は暗褐色土を主体とし、 地山の
黄色プロ ックが混じるシルト層である。 「y層とはよく似ている。墳丘はI層とよく似た土で構成され
ており、 基擴を掘削した場合に掘り上げられる土に ñm層の主体となる暗褐色シルトが存在すると
は考えにく ぃ。 II ̃III層の起源は明らかでない。
⑧ 西陥没坑堆積土
もともとは墓城埋土であり、 土質は大きくは変わらないプロックを含むシルト層である。ただ、 陷
没後の水通りの違いの影響からか、 全体に暗色を呈し、 地山起源のプロ ックも黄色から白色に変化し、
粘土化していた。 本来であれば、 llla没してずれているにせよ、 墓擴埋土の各層との対応関係があるは













































以 . l -_の検討により、 東納 .- I ,tilI と西粘l:相'I とは構造が異なっており、 構築の手順に前後関係があるこ
とが判明した。 層の理解から、 西柚'の抽身がまずiig1えられ、 理 1;修が行われた後に東相身がil,1- えられ理
1多修されたことは確実である。
もし、 ⑥が⑤の上層であることが認められるとすれば、 東粘士相那の天井被覆粘上が形成された後に
西粘 - l:相 l1の1,1. Jl: 被種?ii上が形成されたことになる 。 すなわち、 西相'の理考?が行われたあとで、 東描の
理考liが行われ、 先に東棺の 1装iが被せられ粘土で被被された後、 西抽の;話l11が被せられ、 大并部を粘土で
被われたことになる。 つまり、 東西両柏の理非は一連の工程として理解されるのである。
一方、 ⑤と⑥のl _下関係が認められないとすれば、 まず西相の理 1多準が行われ、 次に東相の理非が行
われたと考えるのが自然である。 しかし、 この場合でも基聯f理:t11は一連のもので切り合い関係は認め





2 . 墓:境の掘削、 粘土観の構築、基:l實埋め戻しまでの過程
以上の所見に基づき、 項 .fiが築かれてから裏1職の理め戻しに至る 一連の過程を復元してみたぃ。 な




















3 M: イ l を築く
中段」i'f l i :斜面のト部とI -.段」t'i li:の
1、部に河原イ l を用いて M: イ l を築く 、
J,liliit 部は河原イ l の長軸を ilfl方向に 11''i
く が 、 そ の 他 は 、 長 ,1llh 方向をji'i l l1 に
向けて細まれる., ;1'1l i'容したi: イ 1 の : l 11
や j i't li:面の観察から、 i; イ l は l -_ 、 中
段 1l1:l 面をすべて l'liう の で は な く 、 約
l ' 分に j、i11する 1l1 l'度と見られる 、 、  外見
は 2 ,ll:の f イ・な状を ' l - したと思われる . .
,1, 通路状造構の理め1,:- し
通 f各状j置構の理 l .は次の段階に i屈
り込まれる?i城-及び基i基iと ・ 連の1,.1::
j.iiに 切 ら れ て お り 、 理 iにが行われる
1l liにはすでに理め1Jiさ れ て い る 、 造
構の性格は間題だが、 fi'f li:構築に関
わる作業用の通路か、 !i'i l 11 ノ1i成後理
多にが行われるまでの間の タJi lIlllに関わ
るものか判断する材料がなぃ ,,
) 与i境lf 、 基 道 のi11l,削
基境1f と基道がal l 削 さ れ る  基道の
f、1,i i''1は通.路状造構とほぼ同じで、 l1使
橋から!i'1l」l i の方向に現l前リされる .. ,,1
道は中段 ;1l1:l 面 よ り l _では確認できる ,,
,l,li: j直1」ill面は」11 11 li-_1i111,面ではゆるい傾金1:l-
をもっが、i直頂に近づくと、lり l lにな
り基境l'1の理多f 面 と 同 じ 高 さ に な る
その形状や、理 - l .の l .1ll、1が - 致する
こ と か ら  - 連の造構とみられる.
(;,、 、7 1 排水方在設の設 l1'i
西本ili l : iィl1の南端にあたる場所に方
形のピ ッ ト をa1l'り、その内部に河原
イ l を充J ''iす る 、  位 il'i と様和から、 -
和,lのl暗i用j l 水を意図したと見られる )
第149図 !i'i li:構築、理 t修、理め 11,、lしj過 f 'll ( 2 )






































第150図 墳丘構築、 理事ll、 理め戻し過程(3)
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⑬
, 1,l)、 l 5, 粘:上床、 i高の設 li''i、 側
面械覆;lili上の形成
南端を排水施設に来せる形で、 i1l,1
え方の底面全体にll色 1lili l:を 'i改き、




暗色で 1lili性の強い -者lli .-l:とl'l色納 . l:を










ら な い。 次に東棺のま会,iの上に暗11k.色
粘土を用い、 天:月:部被覆粘土が形成








粘士特郭形成後、 墓 ;t廣理土の m 層を
-- 斉に理め戻す。 m 層を理め戻した
段階で理め戻しを休止、 小石を円形
に並べた造構を形成する。 詳細は不











ては,lヒ側では基境lt. l -_面まで II 1l商、 地
IIIブロ ック混じりにシルト1f1を用い
るが、 基 .りEl11中程から南側、 基適部分
までは II lt,1のl:に地山の品'色 -_l:を主
体とし、 lll表 - l:のl.l.1l 色 一l 1混じりの 一t:、
I 1ll,i を用いて理め J,、1l す。 I 層 は'直Ii




と よ く 似 た . l:を削 つ て検出されたこ
と か ら、 項 . li-_ の最上面には項丘とよ
く似た l:を意識的に用いていた可能
性がある。
第152図 項 .li構築、理1;F、理めJ更し過i'l1 (5)
(2o 11:石の完成と二重I:_J緑ffの設ifi
理め J,、1i. し終了後、 意識的に構築を見合わせていた基適部分;t資丘中段、 上段の對:石を構築し、 項頂に
赤彩された . -_ 重l_I緑の'111:1,1-形 一l -1 器を配i高 して、 l l,ili築造、 理葬のい っ さ い を 終 J'する 。 (大谷 基)
第153図 基道と項「11 l _段費:石
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第 4 節  墓 道 の 調 査
1 . 墓 道 の 確 認
J吉1i豪確認のために実施されたレ ー ダ一探査により、 周漾の途切れる部分( l1指橋) の存在が確認され
たことは第1節で述べたとおりである。 この発見にともなぃ、 11lli橋と增「i1の接続部分に i、itttの 入 り I l
があり、理非部分へ続く通路状の適- 構が存在することが'n111された。 第4次調査では、 こ の よ う な 想
定を確認するため、 陸橋部を改めて更掉出させるとともに、 陸橋と基聯'f をっなぐ形で第7区を設定した。
第4次調査の調査の結果、 上 l、- 2段のテラスと ;.91l1 イ:l 、 ;t資丘斜面を検出したものの、 通路状の造構は
確認できなかっ た。 しかし、 fli:行して行つた基i廣の調査で、 墓城-の南辺が開じず、 基りg統南',_装-には大き





なお、項頂部分の基適内理め土は;l黄丘積み士と良く似ていたため、 造構検出が難しく、 墳 .「i上面を
やや削り下げた段階で確認された。 これは、 基道が理め戻された後、 その上面を黄色土で1投う作業が行
われた結果と考えられた。 理葬が終」「し、 基功廣及び墓適が理め戻された後、 その存在を隠すと共に最終
的に仕上げる作業が行われていることが墓道上面で
も確認された。





た ( 第 1 6 5 ・ 166図)。 結果的に5、 6 区 を 掘 り す ぎ
たことにはなるが、この所見に基づいて2、 3 、  4
区の再精査を行つた結果、 4区東側において、すで
に確認されている墓道プランの内側に重複関係のあ




とよび、上段茸'石付近から始まり、墓城へと 続 く 旧






第 7 区 1i イ_ l 、 基 道 検 出 状 況
( ト 段 )
第 7 区1111 イ i 、 11i 、1lii検出状況 ( I ・.段)
l 5 7 -
第157図 新 lll基道切合い関係 (西側) 第158図 新 lll基道切合い関係 ( 東側)
第159図 新 Ill基適切合い関係 ( 東 西 l .1ll,1的r面)
*iM り l ・.げ て し ま っ て い る が l .1l、,1断面l・.面のくぼんだ部分が新 1,・1:: 道
l、 1l'・1 はlll基通J里l l
158
3 .  l日 墓 道 ( 第 l () l 、 1 ()-) 図 )
lll基道はl -_段、 l、段i: イ l の1、 11、,iで発見された . ) また、 新基j直に壊されており、 i i1 li:構築後の最も l l l
い造構である _ 多くの部分で新 j,!: j重と ,f.複しているため、 ,f、明な点も多いが、 I、段 テ ラ ス や や l -_ か ら
始 ま り 、  中,,, を広げながら!i'i J l i 部に .1、i11するiSi状の造構である , !i't J l i 部では1,i境'1に J'i' l:に破壊されている
1.体の調査方 f l と し て 、  理 tf が行われた段階で 1,,'111出していた面までi1 l'り l、げ、 それ以前の造付年は部分
的な調査にとどめているため、本造構も先行して i1 l l l) l、げ て し ま っ た 5 l,,< 、 () l )く1 を除いては義l'りl、げ
ていなぃ . また、 l -.段 テ ラ ス付j、1iでは _L1: イ l 及び」_j: イ l の l'f後に -i i i1さ れ た l -1が分イl,1 しているため、 プ ラ
ン確認をしていなぃ
Ill1,,1,:j直の人りllは 1 装橋と 1 ' 上1f l i 1制lとを結ぶライン l ・.に あ る . ) ただし、 I11橋からそのまま続くゎけ で
はなく、! i 'f l i11 ド段 11i11 l 面を介して1、段テラスに一l,1 り、  l、段テラスに入りl1が接続する . . 人 り l I は i .iiい満i
状で1」11l:面の f li1 1 l1:l は 1111l11 やかに始まり、 次第に ffi f '1'l を .M'1; していく
1入?面は , l'11?i 色の ブ ロ ックが混入する花:色の l:で形成され、 .il - 常 に 同 く し ま っ て い る , ,  また、 床面の
l1111 面を観察すると、 i1111 い1l、1が,「lなっている様」'- が観集された . .  従 つ て、 、ll基通の1,t i面は、 J、、111l,的に同
め ら れ て い る と 考 え ら れ た . .
また、 1イ、面には西側に数力所の 「i t_み」 が 父 l l.に、11 1 ぶ形で検出された. 「1111.み」 は南,lヒ 方向に点在
し 、 - 部木の相、iなどによりイ、明確なところがあるが、 合計13個の itみが確認された . このi能みは床
面のl、部西側から . l:方東側に向かってほぼ - 直線 1 -_ に、i 1 1 ぶため、 「if.み」 を人がl '. り l、 り す る た め の
是がかりと理解し 、 「階段状造構」 と命・ 名した ( 第 l ()o、 l ()l 図 ) ,,
、ll ,l 1 道内の理め l:は数1,1,'1に I)< 分 さ れ る が 、  い ず れ も ブロ ッ ク 混 じ り の シ ル ト で 、 J、111b的に理め1i、さ
れ た と 判 断 さ れ た . .
第160図 1ll構 l ',,i;
l ;-)g
第161図 階段状造構
4 . 新 墓 道 ( 第 l (). 1、 l (i()図 )
新1,.1: 通はl ・_段 _Li: イ l の ト 11,1 で発見された 、)  lll ,l,1通の理 1,1') l .を切 つ て お り 、  I I I基通が理め1人 された後に
1:」lli;'1 と - 連 の I .程でi11l ' り こ ま れ た も の で あ る . ,,
新 1 '- 道の全体の 1変、は、 itll り I、げ開始の段階で切り合いを描定せずに進めたため、 入りl l付近は明ら
かではなぃが、 他はほぼiuiH1 す る こ と が で き た , . 人りl Iの位 i l , は l:1ll引l111l面の検 ,1 」 、 西側傾 1l1:l・面の観察
か ら l -.段 テ ラ ス の や や l、 に あ る と 考 え ら れ た : . 入 り l l 付 jiは i更く、幅も iji いが基境1'1にjiづ く にっれ中,,i
が 広 く 、 深 さ も ま し て い く 、. 基境l'1 との接続部分が最も中l,iが 広 く 、 東 西 約 3.8m 、 深 さ 約 :2m を 測 る し
長さは、 基境lt との境から l -.段上_i: イ l 付近までで約9.0m を測る 、 1,l、 面は、 標高53.,1 m 付 近 か ら 始 ま り 、
約30°の傾斜角度を保ちながら ;1i11 l 距離で約4.7mほど進み、 標高5,1.,1m付 .i i か ら ほ ぼ ノt( 、l' と な っ て 約
5.2mほど進み、基城- 11l:1l:面とi111する ) 入りI I付近ではやや f t l 111 l をもっが、 基境,f1」i:1 面 と 同 じ 高 さ に な る
と ノj,<1 、':と な り 、  ,i.ilf1へと続く構造である ) ノj、、、「になった部分では基城- の理it面を形成する l 1 がそのま
ま 1・,: 道部分まで延び、 新 1,、:道の1l、11 面を -形成する,、 1,l、面は比 'll交的f更く、 し ま っ て い る . . 1,l、面の lPmはほぼ
様で、80̃120cmを測る ,,
新基道内の理め、:はいずれも J、11lt的に理めもどされたと判断された。 また、 理め l:の多くは .;:ii1111l内
の理め - l :と連続しており、 新 ?:1:道は基境1f と - 連 の I .程で理め1,'- さ れ た と 考 え ら れ た  ( 第 l ()1l) 図 ) 。つま
り基境1f での理i?が終 J'し、 ,f、が理めJ'11i- されると同I、l1に 基道も理め1,- されるのである,,,,
i !境11 と - 一連のI _ 程でi1,l l削され、 理;ド終j'と同ll 11 に理めJJ '・ される新基通はまさに理 tf にイ、l - う - 連の方lli
設であり、 その形状、 f、1,ii' 1 から見て相を連び込むための方lli設であったと考えられる, .  1,t、:面の f l直 f 、:l が途
中で系差要 く な っ て い る こ と も 、  こ の よ う な'll1111定を実付けるのだ7) う., (小川長導)
第162図 新基通 'i i ll目大態
- l ()0





0 2m=- ( S-1/80)
、解 位 -l 色 .i :  質 ill 考
表 -t I - 1 ,l温掲色(10YR3/2 ) 粘上質シルト 地l1」粒を置量合む
流 出 ・t I -2 科色(10YR4/4) 粘:1◆ 質シルト 地ll lプロック ・照色土プロックを少量含む




暗科色(lOYR3/4) シルト 地1l l中プロックを中量含む
黑 色 ( 1 0、'R1.7/1) シルト 地lllプロックを含む
黄科色 (10YR5/8) 粘 .-l:質シル ト
m - 4 llt褐色 (10YR5/8) 粘土賀シルト .觀色士を少ft含む
m -5 3t装t色 (lOYR5/8) 結士賀シルト 無l褐色土を含む
m -6 感l色(10YR1.7/l) シルト 地山プロックをやや多く含む
1]I -7 黑色(10YR1.7/1) シルト 地山プロックを多般含む
]]I -8 黄科色(10YR5/8) 粘1 l:質シルト 黑色:l二を含む
]]I -9
m - io llll1'llll色(lOYR3/4 ) シルト 地山小プロックを多社含む、 照色:t.を含む出'科色l1 ( 1 0 Y 略 /8 ) 粘上1flシルト ,認色土を含む
m - l l 無色(10YR1.7/l) シルト 地Il lプロックをやや多く合む
・ m - 12 費掲色(10YR5/8) 相i士.質シルト l品色:l:を少1嚴含む









出科色 (10YR5/8) 粘 .-l1質シルト 照色土を含む、暗福色土を少量含む
1ll事l 色(!0YR3/2) 粘土質シルト 地山土をまだらに含む
動f科色(10YR5/8) シルト .照用色土を少量含む
1]I - 19 に ぶ い 1ltil1色 ( 10YRll,13) シルト 黑色土プロックをまだらに含む
m - 20
m - 2 l
1iI - 22
黄掲色 (lOYR5/6) シルト
明 組 色 ( 715YR5/8) シルト
黑褐色 (10YR3/2) 粘土實シルト 地山プロックをまだらに含む
l]I - 23 暗掲色(10yR3/4) シルト




明 褐 色 ( 7.5YR5/6) 粘土質シルト
ll書掲色(10YR3/4) シルト 地山小プロツクを中量含む、 黑色土を用状に含む (基城との通し國面のみにあり)
福色(10YR4/6) シルト 地山小プロックを中量含む
Ili - 28 得色(lOYR4/6) シルト 地山中プロックを多量含む
]1i - 29
]]I - 30





暗掲色(10YR3/4) シルト 横長の地山プロックを合む、 上面に硬化面が題められる
暗得色(101-R3/4) シルト 地山土を含む
黒福色 (10Y R3/1) 粘土實シルト 地山土 ・黒色土をまだらに含む





暗褐色(lOYR3/4) シルト 地山大プロック ・ 小プロックを多量に含む
VI -3 暗得色(lOYR3/4) シルト 地山大プロック ・小プロックを多量合む















第167図 ,1 l:!職側から見た新':11、,11入 り l ]
第168図 新 構 l 内 か ら・二.た・'- 」1 1t1内 部






































第 5 節  古墳築造以後の遺構・遺物
1 . 1 号 建 物 跡 ( 第 1 7 2 図 )
墳頂平坦面で検出した。古'黄より新しく、 方形区画薄跡より古い。桁行2間、 梁行1間の掘立柱建




P1では長軸l30m、 短軸0.90m、 深さ0.90mで、埋土は費褐色砂質シルト、黒色シルト 、 炭化物を
均一に含む褐色シルトである。 他の柱穴では長軸0.76̃1.04m、 短軸0.44̃0.72m、 深さは023̃0.48
mであり、 埋土も墓擴埋土に類似するものや黒色土と責褐色土による版築状のものなどがある。






と こ ろ で、本古墳の東方約1kmには城相・官衡遺跡である加美町城生相・跡 (中新田町教育委員会197:8 ̃









墳頂平坦面で検出した。古墳、 陥没坑、 1号建物跡より新しぃ。 方形にめぐり、 溝跡外側で南北約
9m、 東西約8.6m、 内側で南北約55m、東西約5mを測る。方向は真北(西側)である。
上端幅は13̃1.9m、 深さはa5̃08mである。 北東隅でやや幅が狭まる。 底面はほぼ平坦から中
央に向かいゆるやかに傾斜し、 壁はやや急に立ち上がる。堆積土は大別2層に分層した。上 層 は 5 ̃
10anの藤を多量に含む黒褐色シルトで、 人為堆積である。 下層は明費褐色粘質:上を均一に含む黒褐色
シルトである。 機能時のもので自然雄積である。













































































ピ ッ ト 1 lla丸長方形、(1.30)、0.90、0.90 精円形、0.40、0.34、1.00
ピ ッ ト 2 la丸長方形、 (1.04)、0.70、0.24 円形、0.22、0.20、0.20
ビ ッ ト 3 l場丸長方形、0.92、0.44、0.23 円形、0.28、0.26、0.26
ピ ッ ト 4 lll丸方形か、0.76、0.46 円形、 (0.30)、 (0.46)、 0.42抜き取り痕跡
ピ ッ ト 5 la丸方形か、0.84、(0.72)、0.28
柱穴属性 (単位はmm
番号 土色 土性 粘性 しまり 含有物 堆積能囲
1 黒褐色(10YR2/3) 砂質シルト 小 小 腐植土
表土
2a 福色(lOYR4/4) 砂質シルト 中 中 径2̃3cmの黄福色土プロックを若干含む
2 b にぶい黄掲色(10YR4/3) 砂質シルト 中 中
2c 黒褐色(10YR2/2) シルト 中 中 2 aliに類似し、 小際含む。 パサっいている
3 暗福色(10YR3/4) シルト 中 中 明掲色土をプロック状に、 浅黄種色粘土質プロックをまだらに含む
含有物含まなぃ。 黒ボク土か4 黒色(10YR2/1) 砂質シルト 中
中
中 盛土状遺構
5 暗褐色(10YR3/4) シルト 小 少しザラつく
径5̃lOcmほどの際を含む6 黒褐色(7.5YR3/2) シルト 中 小
構堆積土
7 黒福色(7.5YR3/ l ) シルト 中 小 明黄得色粘質土を均一に含み、 小陳も若干含む
第172図 1号建物跡・方形溝状遺構平面断面図
クをまばらに含む暗褐色シル ト、 下1ilil は‘無.色砂質シル トである。
構跡i能積t上や盛士状過構から土師器(占;l資時代前期、古代) 、須恵器、中世陶器、石製品(石製模造品)、
上製品 ( t:器1i- 製 l'」板 ・ - l :人形)が出 .-l:した。 ここで図示するものは溝跡出土のものである。
中-世陶器整体部片 (第173図3) は無和のもので外面に格子の押印、 内面に自然和が付着する 。 方
形区画11li跡や盛土状過構から同一個体の小片4点が出土した。 特徴のある部位が残存しないことから
製作年代は不明であるが、 押印の形態から東海地方 (常滑) 産のものと考えている。 土人形 (6 )  は
頭部を欠損するが恵比寿である。 型押し技法で製作され、 内面に指圧痕がある。 近世頃のものである。
方形区画構跡、 盛土状造構は重複関係から最も新しぃ造構であり、 恵比額と考えられる近世頃の土
人形が出土していることから近世以降の造構と判断した。 盛土状造構上面で柱穴は確認していないが、








M' 通構 」ll,i 位 器i重 M整・特l設
, 方形構状通構 ト M l.師器発 f1存 底部 外 :へ ラ ケ ズ リ  内 : ナ デ  底部 : 本期l1l 底 径 : 7.0
f生存 体 ト 部 ̃ 1fl;部 外:へ ラ ケ ズ リ  内 : ナ デ  底 : イ 明  底径 :8.2̃9.0
タM1 体部 外 : 器-子状押印、ナデ 内 : ナデ、自然軸 1l l海系
2 方形構状通構 l:M 1fl l器提
:i 方形lB状通構 ドM 中世関器発
4 方形構状通構 l .M イl製換選品イi
・fしl '1使
uイL 多角形に形制し研lli ( 実 面 ・ 0a面に細標部i) 研暗後2・lLとも同 ・面から1 l 面穿-
・fL ィ i 材 :1Mli. t'i 長 :2.4 ●i,:2.7 l'11i :
5 方形構状通構 ドMl l:器1 l 製円使 .,lll l : ilIl文l:器 19減 長 : 3 ?l : 2 .2  l1l :0.6 ,f' :2.7





3. 1 号 近 世 基 ( 第 l 7 4 ̃ 1 8 0 図 )
陸橋部中央北側で発見された。正確な堀り込み面は不明であるが、 本来ならば暗褐色シルト上面で




遺物は底面より若干浮いているが、4層から 「天下一作」 銘和鏡、耳掻き、古銭、 磁器小坏と皿が




磁器小坏(第175図)は端反口縁で、 高台部は無和である。4面に 「寿」 文があり 、 その間に9本単
位の鏡がある。 特徴から肥前磁器 II - 2期 (九州近世陶磁学会2000) と考えている。 皿(2)は型打ち技
法で作られており、 外面下部は手持ちへラケズリ、 上部には指圧痕がみられる。 ロ線部は平坦で 「口
紅」 である。小破片であるが、 概ね肥前磁器 II - 2 ̃ m期(九州近世陶磁学会2000)と考えている。
和鏡(3)は手鏡である。 四隅を欠き 、 つまみを 2 つ
持つ。文様は中央に大きく生い茂つた松と岩の上に



















番 -号 土色 土性 粘性 しまり 合有la'
1 照l,a'e_ ( ImR2/2) シルト 中 中 aかい費a色:l:プロックをま‘fらに合む
2 野得色(10n a'3) シルト 中 中
3 a色(lSYR4,l〇 シルト 小 中 1El5̃10a程のmOe
;l:プロックを合む
4 l0色(「SYlt4/3) シルト 小 中
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第1「4図 近世墓平面、断面図




























































































































































h a別 1a位 a整 口程 底径 ga
l ae・小野 4用 外 :ロクロナ・「 、 ケズリ、 「まi」が4面l二ありその間に9条単位のaがa・られる 内 :ロクロナデ a3 ao 4.0
2 aa ・●l 41e a存 l/3 n作り 外 :へラケズり. 押さえa時 内 : ナテ、押さえa? 見込a・l二集付
3 和l 4 9 業材 :al 四a欠く、a 2a 文aをuaで国む、「天-F一作」n 長 :79 ●a :的 厚 : 012
4 耳uき 4 B 細,l:a 9面 :上部が日平. ド部が国角 長 :6,4 a :a6 厚:al
第175図 近世墓出土通物(1)
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Nll 1lllft 投a 分9l 径 ,lL径 l‘1 l 1lltさ 構 考
l l 41a 建永通買 ili'll永;a 2.4 0.6 0.l 0 a5
a l二くるまれ
一 幡 出 ;l:
l2 4 M '建水通資 i!ia,k;a 2 A 0.6 0.l0 a2
l3 4M 宣水通質 古'alkla 23 0.6 0.l0 23
l・l 4 用 電表通買 i!ll永;a 23 0.6 0.l 0 ao
l 5 4解 1t k通資 ii'll永銀 a4 (l16 0.l0 310 lLの総一部欠ill
l 6 4 国 'a永n資 古定水l a5 0.6 0.l 0 a4
l7 4 u 定永通19 i1li電1k;1l a4 0.6 0.l0 a5
l 8 4 用 a,k iaa 古覚水観 M a5 0.l 0 al
l 9 4 用 重水通買 ii'定水l a4 016 0.12 a9




近l日- 基和鏡出 l .状況
第178図
ji l ll:基il i重き、 l l , f,更
確器出l .状況
第180図 近l ll' 1ii,'11' i1 :1
- l76
4 . 土 坑
1号土:l1亢
第1区、項丘上段斜面に位置する。 m - 2層で検出した。 平面形は不整形であり、長軸1.32m、短軸
0.82m、 深 さ 0.82mである。 底面は四 l 1_ll があり、 職1はやや急に立ち. l -_がる。 雌 i「i _-l:_は31l商に細分でき、 自
然.t性積である。 基本用序 II - 1暗と土坑1 Jl商から非ロ クロ調整の:L:的lj器坏が出 .-l 11 した。 有段丸底で口縁
6
0 l m
l , ' _ 1
(1/60)







話l号 l.色 l.性 納l しまり 含イl物
l 出色 ( l 0、' l,l・l /,l)
出 色 ( l 0、'l,l・l /61





小 小illl合む、 #!多い、流出l. ( m- 1 M )
:; l11 出 色 ( l 0、'Ii:;/・l) 小 明M出色Wi l :tt_ を ま ば ら に . ' l l 色l:t iを 1「 l -含む、流出l. ( m - 2 M )
・l M li1 -出 色 ( 7.1o、' lt2/3) 砂「lシルト 小
小
小 段化物1「1、-. 小際まl 1「らに合む
5 出色 (10、' l-6 ) fみ、質シル ト 小 出t出色:lll i l.t1lを含む
,1、fll含む
l , ., l :'t
6 l 出 出 色 ( l 0、'R5/ l11 シルト 小 小
第181図 1 ., 11:坑平面、断面図
(1/3)
Ml ml,1 Mf: 西格 l It・ 1ft径 器高
l l:師器M1 lM 外 : ヨ コ ナ デ ・ ケ ズ リ ? ・
へ ラ ミ 'liキ 内 :




















l , l l
許l;- l:色 l:性 結性 しまり 含有物
l a高出色(7.5YR3/0 砂質シルト 小 小 明出色砂l.質シルト及びにぶい出
色砂質シルト小プロ ックを少缺含む
第184図 2号土坑平面、断面図
3号土坑 (第52図b、 第52図c )












5. 焼 土 遺 構
1号焼土遺構
第5区、 ;噴丘斜面下部に位置する。地山面で確認した。 平面形は隅丸長方形である。 長軸1.50m、
短軸0.86m、 深さは0.37mである。底面は平坦で、 壁はほぼ垂直に立ち上がるが、 一部オ ー バー ハン
グする。堆積土は褐色粘土質シルト、焼:上粒、炭化物を多く含む黒褐色シルトである。 遺物は出土し
ていなぃ。 造物が出土せず、 詳細な時期、 性格は不明である。
2号焼土遺構
陸橋部中央付近に位置する。 地山面で確認した。 近世墓より古い。 平面形は不整形で長軸3.30m、







- l 性 納性 しまり 含有物
-1里出色ai i l:liシ ル ト . ;力i 海色報l:商
シルト、炭化物を多く含む
1 シルト 小 中
1号焼土造構平面断面図
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面までの深さは最大で0.64mである。 l、'央付近のl-1Jliltは隅丸方形で、 長軸1.1 l m 、 111lj軸0.87m 、 深さ
0.32mである。 1」i1l面は .lllL状で、 確はほぼ.iIi1- 直に立ち上がる。 底面及び1ll1l1-面に火熱による焼面がある 。
l 1 t究の西側には長軸0.70m、 短軸0.70mの隅丸方形状の平;t日面がある。 i性積 .-l _は 2 l商に細分した。 炭
化物、 焼 一上を含む l l -l挫i色 ̃ ;l l' 色シルトで、 機能時のものである。 適構全体を被う暗掲色シルトは廃絶
後の初期!能il'i- Jl?と考えており、 l _1l商には1?自色火l l1灰 (,1,ii4) が2次対t積 す る こ と か ら 、  J?l.' l色火山


















l:色 l:性 tlli「l1 し ま l ) 含有物
l'出色 (lOYlt2/3 ) f砂、「lシル ト 小 小 出色納l:「lシルト小一/ロ ッ ク を ま ば ら に 含 む 、  表l:
:i ' l.l 出色 ( l 0、lt2.'') a多'「1[シル ト 小 小 出出色納l:「lシルト、 l明,ll出色l1l l i l : 質 シ ル ト プ t ! ツ ク を ま ば ら に 合 む 、  ll'l和30年 fl1の常地M
3 ' l.' 色 (10、' ll2 / l1 「'11'「lシル ト 小 小 lll表、:1l l1か
.l ll11出色 ( l 0、'l,l:;'3 )
1,'1 ','1出色 ( l 0、R・1/ 2 )
;・ル ト
11l1 l:'「tシルト
中 中 ll11りl;出色 1l,1, l:「tシ ル ト 小 プ 口 ツ ク を 含 む、 1 本??
5
l)
小 l l ' に ぶい 1l 1l:11色砂t'i l:がド部に1能 i1l-; る、 1?l'l色火山11,'1ll iの '次Jll.la. l'l然 Jtt統t、 1生本M
Hlt出色 ( l 0、l,l:; ・1) t,l,l:質 ン ル ト 中 l l I '1本M ',
7 ' l.'出色 ( I 0、lt''2)
'l.l色 ( lOy l1 1.7, l )




s l ll, !:「l ;,ルト 中 1表ll1物を合む、 機能時






いた作業が行われており、 その場合、 西側にある平坦面は作業空間であった可能性が高い。 しかし、
遺物が出土しなかったため具体的にどのような作業を行つたかは不明である。
第 6 節  表土 ・ 遺構外から出土した遺物
表土・遺構外からは縄文土器、 弥生土器、 土師器、 須惠器、 陶磁器、 鉄製品 (古銭など)、 土製品、
石器、 石製品が遺物収納箱で3箱分出土した。 これらは、 墳頂及び墳丘斜面出土遺物と昭和30年代
の整地層出土遺物に分けることができるが、 墳丘斜面と周漾上層から出土した須恵器基が接合するの




坏、蓋、 鉢、 班などがあり、 製作にロクロを用いないものが多く、 東北地方の土師器編年では栗囲式
から国分寺下層式 (氏家和典1957、 1967) に位置付けられるものと考えている。
坏 (第190図l̃2)  には製作にロ ク ロを用いないで有段丸底のものと底部から外傾しながらほぼ直
線的に立ち上がるものがある。 類似する土師器坏は古墳の東側約1kmに所在する城生相・ (中新田町教





墳頂、 墳丘斜面、 周溢から出土した (第190図5̃ l2 )。 ほとんどが破片資料で特徴がわかるものは
少ない。器種には坏、 蓋、整、 壼などがあり、 墳頂及び境丘斜面からは整、 壼類の出土が多い。





















Nl l 地区 M位 器a a 量 ・ 特 l ロ径 底径 8l高
l l 区 mu 士:l 器'1l: f l存 3/5 外 : ヨ コ ナ 「、ハケメ、ケズリ 内 :-、''前キ・llll色是理 l 4S 4 0 的
2 l 区 nu ;Mia坏 n存 l」lĩ体部 外 : '、ラ ケ ズ リ  内 : '、'ミガキ・!al色是理
3 5区 !I国 土l 器野 n存 ロ総一体部 外:ヨコナ 「、!l lt 内 :へラ ミ が キ、 敏的状のへラ ミ'fキ. 的t、関東系土ai器
4 5区 II国 土l 9高坏・ n存 坏 l̃ l B lmB外: 章被 内 :へラ ミfキ・1ll色是理 llS外 :原ilL、 ヨコナ 「  内: へラ ケ ズ リ
5 2区 I 用 a1四 器tl: n存 口1llll一体 外 : ロ ク ロ ナ 「  内 : ロクロナテ'' l52
6 5区 ,1a 取基器? 理存 l/2 外 :ロクロナテ'' 内 : ロ ク ロ ナ 「  底部 : 国Cヘラ切り一外;iを手持ちへラ ケ ズ リ l4 9e ( M )
7 5区 1用 取1lll器? n存 確部 外 :ロクロナ「  内 : ロ ク ロ ナ 「  底 l S:回転系切り 底部にn特「口」 的
8 5区 I 国 額理9好 n存 成部 外 : oクロナ「 内 :ロクロナ「 底部:静止系切り→外1llllを手持ち'、ラケズリ 日の出山a品 a6
9 8区 na 額理9野 n存 底部 外 : ロクロナツ 内 :ロクロナラ' 底la:国般ヘラ切り 7.'l
! 0 8区 mM 額座a高合野 ll存 底部 外 :ロクロナデ 内 : ロ ク ロ ナ 「 ao
l l l・6区 1l・oe 額理器要 ll存 体部 外 :a 1l' キーナl° 内 : ll 行 l'キ
l2 l 区 I 9 額理a表 n存 体部 外 : 平行''キ 内 :押さえa (青海波般)
第190図 遺構外出土通物(1)土師器、須惠器
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素精 長 l 9 原 .llt 備 考
l l l:器lt制'l使 2 l1i( I 用 ・l;M器 2S 2S 0.4 3.7 1lll益式期、 at彩されたものを◆度用
2 土器l l'a円板 2 l l l la 赤報き土器 al 2:9 a7 4a 成部、国転系切りat
3 土器lta円板 2区 l 日 ie器 al 23 0.6 5,5 金体雄被
4 ・t:器片製円板 2 l1( Ila ::l・:ei器 310 2S a7 a9
5 土器1t製円板 科画 表保 :t 9器 2.7 a4 0.6 rs 金体l 的t
6 土器H'使円板 2区 I B 1日l1解 ,a体a a2 21:8 a7 的
7 :l:器l」'n円ll. l 区 表保 :l:師器 器 期 0.6 4.0 必種式用か 金体準注
8 l.器片製円使 2l;( I 国 l:ai器 32 3.l 0.6 7.l 案la式用
第193図 過構外出土過物(4)土製品
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さは2.4̃3.0cm、 重さ3.7̃8.9gで、 いずれも両極剥離が行われる。 總文土器、 土師器(古墳時代前期のも
のと古代のもの)、 赤焼き土器、 須惠器を用いている。 県内では古代の時期に多賀城跡や周辺の集落から
出土しているが、 中世以降の遺物を使用している例もある (註6)。
用途は遺物の形態から冥銭説(i t村・水野1962)、 呪術・信仰具説(小田原明嗣1985、 下津間康実1期 )、
玩具・遊戯具説(宮城県教育委員会l996)、 掻き立て説(兼廉保明1988)など様々推定されており、また、




第191図は石英製の火打ち石である。 両極剥離による切断調整が行われ、 接状に仕上げている。 縁
辺などに金具による とみられる使用痕跡がある。 (安達訓仁)
注 1  地元の方の話ではかって墳頂に恵比寿を記つた社があったという。
註 2  方形区画溝跡内から出土の藤と資石の藤を比較すると前者の方が小さぃ。 新たに運び込まれたと考えて
いるo
誌 3  多資城市大日北通跡23号墓では掘り方底面に全体の約2/3が欠損する碗が埋納され、 破砕後に埋納さ
れた可能性があると指摘されている (多賀城市教育委員会1997)。
註 4  宮城県内に分布する灰白色火山灰は十和田 a 火山灰とする見解が多い。 降下年代は考古学的な知見から
的7年から9M年の間とする説(宮城県多賀城跡調査研究所1998) と 「扶桑略記」 の記述から915年と
する説(鈴木恵治1981ほか)がある。
註5 「桃生城跡X」 の考察では関東地方北西部に類似するものがあると指摘されている (宮城県多賀城跡調
査研究所2001)。
註6 県内での土器片製円板の報告は19「0年代後半からあり、 近年の多賀城跡周辺での大規模な調査で古代









宮城県史編基委員会 l951 「宮城県史」 2 8 富 城 県  pp52:4̃527
氏家和典 1957 「東北地方土師器の型式分類とその編年」 「歴史」 第14輯 東北史学会
ii:村泰国・水野正好 l962 「南都元興寺極楽坊中世信仰資料包蔵坑調査概要」 「大和文化」 7-1 大和文化研
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究会
氏家和典 1967 「陸奥国分寺跡出土の丸底坏をめぐって」 「柏倉売吉教授通暦記念論文集」
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第 5 章  大塚森 (夷森) 古墳出土ガラ ス玉の分析報告
ノ- 良文化財研究所 肥 塚 隆 保
分析資料 : 当造跡出土のガラス小 二l1l破片のうち、保存状態の比較的良好な試料2点を抽出して、 表面
の汚染および風化物を取り除いたのち、 1lii光X線分析法にて真空中で測定した。 分析試料は西棺ワレ
1 小 _◆_1l - (0.04g ) お よ び 西 精 ワ レ 2 (0.02g ) 小玉片の合計2点である。これらの色調はいずれも
淡青色系 (turquoise-bIue) で 透 明 で あ る ( 11li 真参照)。 内部には球形の大小の気泡が多数観察できる。
引き伸ばされた形状を .'i11 する気泡は存在しなぃ。 いずれも管切り法による小 二fi と推定される。
分析結果は表1 に示す。 またガラスの語物性にっいては表2に示した。
0 lmm
l l 0 . lmm







Si0 _ Al _0 3 Na _0 K ,0 Mg0 Ca0 Ti0 _ Fe ,0 3 Cu0 Mn0 Pb0
ワレ① w t %  73.58 330 030 20.14 0.30 0.50 0.05 0.52 1.25 0.005 0.09
ワレ② 74.98 2.35 0.10 19.77 0.18 0.46 0.04 0.47 1.57 0.02 0.08
ワレ① mol% 80.95 2.14 0.32 l4.l3 0.49 0.59 0.04 0.27 1.04 0.01 0.03
ワレ② 82.12 1.52 0.11 13.81 029 054 0.03 024 1.03 0.02 0.02
表 2
















第 6 章  考 察
第 1 節  地中レー ダ一探査の精度と発掘調査成果
大塚森古;!111lの調査では、 発掘に先だって地中レー ダ一探査を実施するとともに、 地中レ ー ダ一探査
結果と発掘調査成果を照合し、 地中レ ー ダ一探査の精度を検討した。 発掘調査の結果と照らし合わせ
る と 、  探査結果単独では読み取りきれなかった情報の中にも意味のある情報が存在することが判明し
た。 以下探査区域ごとに探査結果と発掘調査成果との比較対象を行い、 探査の精度を検討したい。
1 . 墳 頂 平 坦 面
発掘調査成果を頭において、 ;噴頂平;tlll面のレ ー ダ一探査結果を読み取ると以下のようである。
第194図はA区の探査成果を重ねて図示したTime Sliceである。 図では;噴頂平坦面の外縁方向か
ら中心に向かって傾斜するラインが存在していることがわかる。 このラインは若干隅丸気味を呈する
が、 基本的には方形を意識としたものと見られる。 南北15m x東西13mの規模である。 この方形ラ
インの内側には、 土質変化による反応が見られずに、 空自に表示された範囲が5簡所で認められる。
これらの空白範囲の分布は、 方形に巡るように見ることができる。 この方形に巡る無反応地帯の範囲























構は近世のもので、 東西約8.0m x南北約12.6mの範囲に広がり、 溝上端幅l3̃1.9m x深さ0.5̃0.8
mを計測した。 墓擴は墳頂平坦面のほぼ全域に及び、 束西85m x 南 北 l 2.4mを測る。 墓擴の中心軸
方向はN2l° Eである。 墓擴の内部には、 東西2箇所で割竹形木棺の痕跡が確認されている。 西棺は







たが、 棺を示す情報を得ることはできていなぃ。 発掘調査では墓擴内部に、 木棺を粘土で被覆した粘
土都を検出している。 このような粘土質の土層は、 パルスレーダーの抵抗値が強く、 その反応も明瞭
なものとなる場合が多いが、 今回は認識できていない。 その理由は、 埋納された木棺が腐朽し、 木棺
の上部に陥没坑が形成され、 粘土都そのものの反応を把握できなかったことにあると思われる。
























墳丘西側、 第9区で確認された周:藤規模は上端幅21.4m x下端幅l98mで、 地下探査の成果とは若
干異なっている。 図を見ればこの計測値の相違の原因は明らかである。 探査は調査グリッ ド東西線に
添う ょ うに計測されているのに対して、発掘調査は地形に合わせた調査区が設けられているo つまり
発堀調査で得られた計測値は、 周構を若干斜めに横断した値である。 従つて、 両者の計測値を直接比
較検討することは控えざるを得ないが、 発掘調査で推定される周注範囲全体図と、 探査によって推定


































一方、 地下探査で得られた画像をどのように読み、 埋没している造構を捉えるかにっいては、 いく




















第 2 節  大塚森古墳出土の底部穿孔壷




2. 出 土 状 況
本古項における底部穿孔壺のあり方をまとめると、 次のように整理できる。
①出土位置 墳丘斜面、 墳頂平坦面などから、 いずれも転落した状態もしくは破片となって出土して
い る。原位置を保つて出 .-l-11 したものはない。出土位置は、 墳丘最上段からがもっとも多
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い。 墳丘最上段においては各トレンチとも出土数に大きな差はみられなぃ。!費頂平坦面




③形態 ぃずれも二重口縁である。全体を復元できるものはなく、 ロ径は27̃4l.2cm、 底径7.2
̃132cmである。 口縁部や体部などぃずれの部位にっいても個体ごとの器形の差は大き
くなく、 比較的強い規格性が認められる。 刻み日を有する棒状浮文が、 ロ緑部の外面に
付される。 外面調整はいずれもハケ メ で あ る。 胎土や調整、 施された赤彩など、 いずれ
もきゎめて類似し、 個体間の差は認められない。





かにっいては、 墓擴理土および墓道からの出土がなく、 いずれも lile没坑から破片となって出土してい
ることに注意したい。 すなゎち、 墓職を理め戻す時点では墳頂に底部穿孔議が配列されていなかった
か、 もしくは配列されていても一切破損していなかったものと思われる。 ただし、 墓城を理め戻す作




る。 また、 陷没坑から完形もしくはそれに近い状態で出土したものがないことから、 底部穿孔壷は理
葬施設上には配列されていなかったものと思われる。
以上から本古;噴における底部穿孔壼の配列を復元すれば、 底部穿孔壼は墓城の理め戻しを終えた時
点で、 墳頂にのみ、 数十個の底部穿孔壼が、 おそらく墳頂平:ttl面の周囲を囲むように配置されたもの
と思われる。
4. 編 年 的 位 置
底部1空l li、』:議1の編年を考える際に考慮しなければならなぃのは、 その変選を促す要因である 。 日常什
器は食生活や食文化の変遷に規定されてそれぞれの器や器の組み合わせなどをかえていく し、 祭記に
用いられる土器は祭lf退の変選に規定されて変選する。 ゆえに底部穿孔壷はこれをもちぃた祭式の変選
に規定されて変選すると考える。 そしてその変選を考える上においては、 壷のみではなく、 その祭式
全体の変選を明らかにすることが重要である。
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東北南部の土器編年(辻l994・l995) の塩釜式III - 4段階と同時期と考えることができる。 ゆえに底
部穿孔壼祭式の特徴から考えた場合、 本古墳は古;墳時代前期の末に築造されたものと考えることがで
きる。 (青山 博樹)
第 3 節  大塚森古墳の調査成果とその意義
1 . 調 査 成 果
辻ゼミナー ルでは、 古;噴時代前期における北限の古;噴時代社会の解明をめざし、 1994年に宮城県
北部地域の様相を知るために踏査を実施した。 その結果前期の古:噴と古;項築造を支える古;噴文化の生
活様式をもっ集落がともに存在するのは富城県北部、 聘瀬川流域までで、 旧小牛田町付近、 旧古川市
周辺、 旧宮崎町周辺に大型古墳が集中することが判明した。 中でも旧宮崎町周辺にはほとんど調査が






ることが判明した。 測量段階では下段テラ スの存在は確認され、 段築を持つと予想された。 発掘調査
の結果、 ;噴丘は上下2段のテラスを持ち、 三段築成であることが判明した。 三段に構成された;噴丘斜
面の内、 上段下部、 中段下部、 いずれもテラ スに接する部分で茸石が確認された。 茸石は小振りの河
原石を基底部分では長軸を横に、 その上部は長軸を縦方向に組み上げられている。 崩壊している河原









段では、 最初に土手状の高ま りを数カ所に築き 、 その高ま りから窪地に土を流し込む形で墳丘を積み




幅が確認できたのは第9区だけで、 上端幅21.4m、 下端幅198m、 深 さ 1 2 ̃ 1.4mを測る。 周囲の水




周漾内の土層は下部は自然堆積、 上部は人為的な堆積であった。 堆積土の中程、 自然堆積の上部に
は灰自色火山灰が観察された。 十和田 a だとすれば周藤は10世紀前半の段階で半分ほど理まってい
たことになる。 上部の人為堆積は地元の方々によれば戦後にプルトーザーで理め戻したものという。
故伊東信雄博士が伝えるように戦後の段階まで周濠は理まりきらず残されていたようである。














た。 束棺は全長7.9m、 最大幅13m、 最小幅1.0mで断面が精円形を呈する割竹形木柏と推定された。
棺北端部に小さな突起が付く。西棺はやや小さく、全長7.7m、 最大幅1.0mを測り、 断面形は東棺と






土したにすぎない。 西棺からは1l限の残片が出土した。 過存状況が悪く、 その詳細は知り得ないが、 本
体部分は植物性の機維と撚糸による編み物で表面には黒漆が塗られ、 上部には黒漆、 朱漆で彩られた





着されたことになるだろう。西棺からは他に朱の粒子5点が出土している。 また、 較の近辺では、 先
端部を意識的に折りとられた銀のロ巻き部分が11点出土しているが、 その意味の解明は今後の課題
であるo
粘土都には、 束西とも天井部被覆粘土が比較的薄い特徴があるが、 他は大きく違わない。 粘土都の
構造は描土床、 側壁被機粘土、 天井部被覆粘土の3プロ ックに分かれ、それぞれが別の工程で築かれ
ており、使用粘土も使い分けられている。 このような構造は、 粘土都のもともとの形である器1li'l::式石













る例がある。 墓城内に相を搬入する場合、 何らかの方法で墓城底面に棺をおろす必要があり、 そのた
めに施設が必要となる。 大塚森古j資の場合は新墓道がi資丘中段から通路状に掘りこまれ、 墓城との接
続部分は底面が墓擴と同じ高さに作られていて、 棺をi資頂からおろす必要のない構造となっている。
また、新墓道は、 墓 ;城の中軸線と方向を描えており、 古墳の設計上の主軸がここにあることを示し
ている。 通見塚古;噴では墓道の主軸が前方後円'資の主軸そのものであり、 墓道は前方部に向けて開い
ている。 大塚森 i占;噴の場合は前方部は存在しないが、 同様な意識があった可能性が認められよう 。
一方、旧墓道は;噴頂部分が壊されているため、全容は不明である。下段テラ ス付近から始まり、 1資
頂部に向かって仲びる。 主軸は新墓道と同じであり、 古域の中心軸上に設定されている。 階段状造構
の存在や底面を意識的に突きかためている様子から見て、 ;噴頂部分を目指して登つていくための通路
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であることは確実である。 l日墓道は、 埋葬のために墓擴、 新墓道が掘削される時にはすで埋め戻され










第198図 迷見塚古墳東西粘土部 (結域 ・T.藤l983より抜粋)
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には類例が知られていない。福島県浪江町の本屋敷l号;噴 ( 伊 藤 他 l 9 8 5 ) や 部 山 市 大 安 場 古 墳 ( 柳











例では同じ段階で墓城外周と通路状遺構 (墓適) 底面を同じ 一l-.で理め戻し、 下部理め土を構成する。
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い。 近年、 東北地方では古墳時代前期の大型古墳の調査が進んできたが、 豊富な副葬品が出土した会
津大塚山古'黄(伊東、伊藤 1964)をのぞいて副葬品が少ない状況が判明してきている。 しかし、福
島県内の前期の大形古:噴には郡山市大安場古墳で宝器として扱われた車輪石の他大刀、剣、 槍、鉄斧、
剣形鉄製品、 鎌が出土しており (柳沼 l998)、会津坂下町森北1号(土井、吉田 1999)墳では珠文鏡
と管玉、鉄剣、ヤリガンナ、針が出土するなど、若干の副葬品が知られている。 これらの副葬品の構



















ワークの一員として古墳時代社会の北端を担つていたと考えられる。 (i t  秀人)
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土并健司、吉田博行 l999 「森北古;l資群測量・発掘調査報告書』創価大学
青山博樹 2004 「底部穿1L董の思想」 「日本考古学』第18号 目本考古学協会
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す。調査の実施にあたり、 旧宮崎町文化財保護委員会委員長板垣剛夫氏、 旧宮崎町教育委員会、 旧宮
崎町公民館 旧宮崎町社会教育課文化財担当 庄司清一氏、 斎藤:時氏、 旧宮崎町農村環境改善セン









穴沢味光、 阿部 篇、甘柏 健、板垣剛夫、岩見和泰、大本麻美、小黒智久、 織茂麻木子、
片岡 洋、加藤道男、 董森英男、川向聖子、菊池佳子、 菊地芳朗、日下和寿、工藤健吾、工藤雅樹、
黒須端之、 駒場秀副、小村田達也、 佐藤信行、佐藤 敏幸、佐藤良和、 鳴原靖彦、 庄司伸六、
進藤秋輝、 鈴木勝彦、鈴木孝行、 関根達人、勢藤 力、 高橋昭夫、 高橋朋子、田原由男、 丹治篤嘉、
千葉栄四郎、 千葉孝弥、 中村五郎、 中屋克彦、東山信治、 樋口優子、 福山宗志、 藤沢 敦、




たって忙しぃ仕事の合間をぬって中心的な役割を担つた青山博樹、山川純一、 荒 淑人 大谷 基、
安達訓仁、 小川長導、 松本和子の諸君の努力に感謝したいと思います。
最後に大塚森古墳の調査を通じて学んだ卒業生諸君の今後の活躍を祈念し、 謝辞といたします。
平成20年3月
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